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人々がいるように思われる。秀でたIT
エンジニアたちがその正体だ。
　彼らを指して「秀でて」いるとする
所以は、コミュニティに参加している、
それも多くは複数のコミュニティに参
加したり、コミュニティの運営側に属
していることにある。

　鳥一代とは、要求開発アライアンス
やオブジェクト倶楽部、日本XPユーザ
グループといったいくつものコミュニ
ティが重畳する、希有な場である。こ
とさらに集まろうとしなくとも、気軽
に寄れば誰かしら知人が、同業の仲間
がいる。常にITエンジニアたちがホット
な情報交換をしている。そこはさなが
ら人の行きかうターミナル、言葉が交
じり合う停車駅だ。
　言葉はコミュニティ同士をつなげる。
投げかけられた言葉には索が付いてお
り、2つのコミュニティの間に渡された、
細い架け橋となる。ひとつひとつは細
い絆だが、撚り合わされ、三本の矢の
ごとく、…。

やっとむ
Yattom

　4月中旬に、QCon Tokyo 2009という
IT技術者向けの国際カンファレンスが
品川で開かれた。これまでサンフラン
シスコ、ロンドン、北京などで開催さ
れてきた著名なイベントだが、ある特
徴がある。JavaならSpring、Googleな
らAndroidユーザーグループ、アジャイ
ルならアジャイルプロセス協議会とい
うように、企業だけでなくコミュニティ
の存在が前面に立っていることである。
　現在のIT業界では、コミュニティと
いうものの存在感が日々強まっている。
言語、環境、インフラ、また開発方法論、
モデリング手法、プロセスなど、IT業
界においてはコミュニティの中で多く
のイノベーションが起きているのだ。
　IT業界に籍を置く知人が、家族にこ
う尋ねられたという。「なぜ商売敵同士
で情報交換などするのか？バカじゃな
いの？」しかしこの問いこそが、IT業界
の今を如実に物語っている。我々の敵
はライバル会社ではない。我々が日々
戦う相手はテクノロジーであり、予算
とスケジュールであり、ステークホル

IT業界における
コミュニティとは

ダーである。コミュニティとは戦友同
士が互いを見いだし、傷を癒し、経験
と知恵を交換し、明日の戦いへ向けた
武器と勇気を手に入れる場なのである。
コミュニティとは、ヴァルハラなのだ。

　山手線田町駅、芝浦口。慶應や二郎
もある賑やかな三田口とくらべ、海側
に当たる芝浦口は、グレイが基調であ
る。控えめな繁華街と無表情なビジネ
ス街が広がっている。週末ともなれば
人足が遠のき、ややもすれば閑散とす
る。
　この芝浦口にほど近い、ささやかな
飲み屋街の中に一軒、土曜でも連日満
員という居酒屋がある。「参鶏湯のおい
しい店」という看板の出る、こぎれい
な店だ。鳥一代という。
　この店の常連客の中には、今まさに
IT業界の輝ける星であり、日本を動か
している重鎮が、いるかもしれない、
いないかもしれない、よくわからない
けど、だが近い将来そうなるかもしれ
ないと言われていそうに見えるような

言葉の停車駅

鳥一代という存在

　   エンジニアが夜な夜な集う謎の店特集
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　100年に1度、と誰が言ったかはさておき、この平成の大不況において

日々 の暮らしもままならぬ人々 が大勢いる中でも繁盛を続ける飲食店があるという。

本誌を手に取るような優秀なエンジニアの方々 ならば、アジャイル界隈、ブログ、mixi、Twitterなどを通して、

「鳥一代」という単語を目にしたり、聞いたりしたことはないだろうか。

ソフトウェア開発のそれぞれの現場で活躍するだけでなく、業界の改善と発展のために日夜戦っているエンジニアが集まる店、

それが「鳥一代」である。

　韓国の鍋料理である参鶏湯（サムゲタン）をメインとして、新鮮でなければ食べることができない鳥レバー、驚くほど圧

倒的なボリュームで提供される鳥カツ、漁師の方々 と直接契約することによって味わうことができるその日に捕れた新鮮な魚、

わらじの形を模したわらじピザ、など、鳥料理を中心としながらもバラエティに溢れ、また、高品質な料理を愉しむことがで

きる名店である。しかし、名店だからといって、一つの店にこれほど多くのエンジニアが集うことがあるだろうか。

　エンジニアを惹きつける魅力とは一体何なのか。その秘密に迫る。
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　鳥一代の通であれば一度は飲んだこ
とがある、いや、愛飲しているであろ
う酒がある。高麗人参をふんだんに漬
け込んだ焼酎だ。宿酔（二日酔い）に
なりにくい、いや、大酒をしても人参
酒を一杯飲んでおけば明日もスッキリ、
土臭い（ゴボウにも似ている）が慣れ
るとおいしい、などの噂もある。人参
酒、として親しまれている。アルコー
ルを摂取しつつ、宿酔を抑える。ITエ
ンジニアであれば、手段に織り込まれ
た目的に、アーキテクチャの精髄を見
るはずだ。あたかもSpringフレームワー
クを活用したら低結合高凝集のデザイ
ンに到達するかのようである。
　また別の例を見てみよう。鳥一代の
名物料理は、参鶏湯だ。誰が何と言っ
ても参鶏湯だ。わらじピザや広島トリ
カツもそーとー捨てがたいが、やはり
ここは参鶏湯だ。レバ刺の誘惑にも心
惹かれるが、話の展開の都合上涙を呑
んで参鶏湯としておきたい。メニュー
には「参鶏湯（赤・白）」とある。白は
プレーン、赤は辛味噌を入れたバージョ
ンである。初めての客はここで、白に
しようか赤にしようか悩むことになる。
名物料理であるので、真剣に悩む。運
命の分かれ道である。システムを納期
に間に合わせるために、機能をどれか
一つ削らなくてはならないプロジェク

トマネージャのように悩む。
　そこでアーキテクトが提案する。0か
1かではない、ユーザーのニーズを満た
す必要十分なものだけを提供しようか
と、提案する。「白にして、赤味噌を別
に付けましょうか」、と。これこそがユー
ザーの要望を見据えたアーキテクチャ
だ。さらに素晴らしいことに、事前に
注文しておけば冷凍で持ち帰りも可能
である。そう、参鶏湯はモバイル対応
済みなのだ。より広いユーザーニーズ
にアーキテクチャレベルで応えている
ことがわかる。
　他にも様々な工夫をして全体的な
アーキテクチャを作り上げ、日々維持
しているのは、象牙の塔ではなく現場
で、仕入れで、厨房で、フロアで汗水
を流すアーキテクト、すなわち店長で
ある。ITエンジニアは、鳥一代に一つ
の類い稀なアーキテクトの仕事を発見
する。そこには心を癒すもてなしと、
真の学びがあるのだ。

　コミュニティというものが育つには、
表舞台だけではない、内輪的な、気軽
かつ親密な場が必要だ。鳥一代だけが
そうした場を提供するわけではないだ
ろう。世の中の多くのコミュニティに、
鳥一代的な場、メタファとしての鳥一
代が存在する。そうした場を、根を下
ろす場所を持たないコミュニティは、
住人の存在しない人造の街のように活
気を失う。
　異論はあるかもしれないが、誰が何
と言おうと鳥一代は鳥一代であり、参
鶏湯は参鶏湯だ。酔っぱらいは酔っぱ
らっているしパンダはパンダっている。
風は吹き雲は流れる。筆者が本当に伝
えたいことはただ一つ、人参酒もう一

Profi le  プロフィール

やっとむ
 Yattom

オブジェクト指向技術からアジャイル開
発に傾倒し、最近は人がアジャイルにな
れるような支援を生業としている。認定
SCRUMマスター。日本XPユーザグルー
プスタッフ。
URL：http://yattom.jp/

汗水たらすアーキテクト

杯！
　最後に、本稿を執筆するうえでお世
話になった以下の方々に謝意を表した
い。本稿は以下の方々、およびスペー
スの都合で名前を挙げられないたくさ
んの方々と酌み交わした杯なくして成
立しなかった。

　なお、ここに書いたことはすべてフィ
クション、誇大妄想、捏造疑惑法螺話
かもしれません。自分の目で確かめて
ね。

土に根を下ろして行こう

【ここで問題です】
コミュニティ①に属するエン

ジニアAさん、Bさんと、コミュ

ニティ②に属するエンジニア

Xさん、Yさん、Zさんがいる

とします。AさんとXさんは

すでに知り合いです。この5

人が偶然鳥一代で出会うと、

コミュニティ①と②のつなが

りは何倍になるでしょうか？

(答えは右下を見てね)

【回答例】仲良くなった5人が次は新た
な仲間を連れてきて、さらに輪を広げ

ていくので、何百倍。
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　マナスリンクの、EM ZEROの編集見習長に就任し
て早や数ヵ月。「マナス村遠足に行くよ～」「交通費
も食費も会社持ちだよ～」という甘い誘いを受け、
十数年ぶりの遠足に参加しました。
　おいしい料理を食べ、由緒正しい神社に参拝し、
草団子を「会社のお金」でごちそうしていただき、
心身共に満足できた遠足でした。「やっぱり会社っ
てのは利益を社員に還元しないとなぁ。ま、厳密
には私は社員じゃなくてボランティアDAKEDONE!」
なんてことを考えつつ。
　そして初めて訪れた茨城はマナス村別館にて、
社長・副社長が資本金で購入したVAIO type Pを軽
やかに扱っているのを指をくわえて眺めつつニンテ
ンドーDSで遊んでいました。正直に言います。油
断していました。
　内心は、「操作できるPCもないし、ネットワーク
にも接続できないし、私には何もできないですよね。
しょうがないなぁ。いやぁ、お手伝いできなくて残
念無念（・∀・）」。
　しかし社長・副社長の微妙な視線が私に突き刺
さります。
　それもそのはず。編集見習長がDSで遊んでいる
のですから（汗）。
　気がつくと「ゆるふわな感じで鳥一代の紹介文を
書いてね」との指令を某長寿落語番組（笑）の紫
色の人のニックネーム「腹黒」がぴったりな社長か
らのむちゃぶりを受け、マナス村別館にてこの紹介
文を執筆しています。

「予想外デース。」

　ですが私は全国1億2千万人のEM ZERO読者の皆
さまにご紹介できるほど鳥一代のことを知りませ
ん。6回くらいしか鳥一代で食事をしたことがない
のですから。
　そのため、一見さん以上常連未満の視点から鳥
一代についてゆるふわなるままに書き散らしたいと
思います。

①鳥刺しが美味。とくにレバーは、他のレバーが食
べられない私でも食べられます。

②鳥かつの山盛りっぷりに驚愕。
③高麗人参酒で健康になれる（味については責任
を負いかねます）。

④サムゲタンが絶品。白を注文して少し赤みそを
付けてもらえば両方の味が楽しめてなお良し。

⑤店長がイケメン（ウホッ、いい男！）。
⑥鳥一代、小鳥一代、芝の鳥一代と、タイプの違
う3店舗の味を田町近辺で楽しむことができる。

…他にも色々とご紹介したいポイントがあるのです
が、残念ながら夕飯の時間になってしまいました。
夕飯はカレーなのです。カレーを冷ましてしまう訳
にはいきません。というわけで、鳥一代の様子は以
降の写真から空気を読んでいただければと思いま
す（貴方がKYでないことを祈っております）。では
どうぞ！

   （EM ZERO編集見習長　かじパン）　

ごみちゃん
　鳥一代での一番の
思い出は、2008年
9月の友人数名との
飲み会。私たちは和
やかに参鶏湯を囲み、
向こう側では、 何やら
送別会が行われていて、微笑ましく眺め
ていた。しかし1時間後、状況は一変する。
入れ替わり立ち代り、 私たちの席にやって
くる人々。エンジニアという共通点を頼り
に、気がつけば店全体が一つの大宴会
場に。あの空気を思い出すと、自分の仕
事に誇りが持てると思える。熱くて暑い、
とても不思議な夜だった。

Chakoさま
　昨年の夏、私が某社を退職するにあたり送別会が開かれた。お店に行っ
てみると、在職中お世話になった面々…ん？そこには、某社社員のみな
らず、私に縁がある方々が。幹事氏の策略（？）により、お店全体が関
係者にジャックされている。たまたま居合わせた、田町某社の方々も一
緒になって盛り上がる。送別会、なのに阿呆みたいに楽しかったのは言う
までもない。そう、そのお店こそが鳥一代である。おそらく、こんなお茶目
な計らいは鳥一代でなければ実現しないだろう。幹事氏と一緒になってサプライズを考えてく
れた店長の人柄である。その後、たまに参鶏湯と店長が恋しくなり通っているうちに、気がつ
けば常連になっている。きっとそれもこのお店の魔力。

ゆこまる
　核家族化や都心部のマンション生活による疎関連により、他者とコミュ
ニケーションの取れない若者が増えていると言われます。 鳥一代は「今、
“やっとむ” って声が聞こえた！」 と話しかけられるなど、現代社会では稀
有な、昔ながらの町内会そのままな空間を味わうことができます。
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鳥一代について
　さんざんネタの限りを尽くしておいて最後になんです
が、鳥一代は東京田町に実在するお店です。いつの間
にか本店、小鳥、芝、と細胞分裂を続けています。詳
しくは、鳥一代のWebページ（http://www.toriitidai.
com/）をご覧いただくか、お近くのEM ZERO関係者ま
でお気軽にお尋ねください。毎日更新されている「ヤマ
ゲタンのひとりゴト」ブログもお勧めです。
　サムゲタンの通販が始めるという噂もあるので、サム
ゲタンがもっと身近なものになる日も近いかもしれませ
ん（本特集に登場しているエンジニアは付いてきません）。

　私が「大人の田町」コミュの管理人を
しているのは、ひとえに「鳥一代」およ
び山崎店長のおかげであります。店長の
ひとり言日記をmixiで紹介したことに始
まり、「鳥一代」で人生初のオフ会を開
催したことが、コミュニティ立ち上げの
きっかけとなりました。山崎店長をはじ
めスタッフの方々が暖かく迎えてくれる店
内は都会のオアシス。看板の「参鶏湯」
をはじめ、焼き鳥、お刺身盛り合わせも
絶品です。人気店ゆえいつも大盛況。ご
予約はお早めに！

mixi「大人の田町」
コミュ管理人 空 のぐのぐた

　鳥一代でこの人物を見かけたら要注意
である。この人物は某出版社に属する悪
徳編集者であり、鳥一代に集まる良心的
で優秀なエンジニアに対して人の良さそ
うな顔で近づき記事の執筆を依頼する
らしい。ここで安請け合いしてしまうと、
徐々に執筆内容のハードルが上がり締切
に遅れようものなら地の果てまで追いか
けられ恨み言を言われるらしい。最近は
VAIO type Pを所持しており、飲み会の場
の端で原稿を書かせるらしいという噂も
ある。とにかくこの顔を見たら要注意で
ある。まあ、逃げようとしたところでたい
てい手遅れだが。

写真提供：gyaoryuさん
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沢マン見聞録1日目

まずは沢マン見学
　沢マンには住人さん主催のツアーがあり、
後ほど参加するのですが、その前に沢マンを
見学しました（写真1）。最初に出迎えてくれ
たのは、沢マン見学の心得のポスターです（写
真2）。さすが沢マン、見学の人が多くなると、
困った人もちらほらと出てくるのでしょう。で
も、撮影禁止とあいさつはまぁよいとして、部
屋のドアを勝手に開けて覗き見ている絵と「の
ぞき見イヤン！」の注意書きはいかがなもの
か？「いくら何でもそこまで失礼な人は普通
いないよね？さすが沢マン？」と、勝手に失
礼なことを思いつつ、ポスターの前を通り過
ぎました。このポスターには注意書きのほか
に「沢マンツアーご希望の方は…」と、住人
さん主催のツアーがあることと、連絡先（携
帯のメールアドレス）が書かれています。後
でも触れますが、このポスターとツアーは、沢
マン住人の自発的な活動の良い例です。

安藤寿之　
ANDO Toshiyuki

■写真1　沢マン全景
■写真2　沢マン見学の心得
■写真3　豊年祭りのあれこれ

沢田マンション（沢マン）との出会いはアジャイルマインド勉強会でした。
そこでは懸田剛さんが沢マンのことを熱く語っていました。その内容は、
『6階建てのマンションを2人で作った』『スロープを作るために既に入居者のいる部屋を削った』『常時建設中のため屋上にクレーンがある』
など、かなり破天荒なものでした。
今回は筆者が感じた沢マンの魅力を少しでもお伝えできればと思います。

1
32

続・エンジニアが見た世界最大級のセルフビルド建築「沢田マンション」

　ちなみに近くには空き部屋ありの広告も。
一部屋4万弱くらいだったと思います。高いの
か安いのか。

そして、住人38号さん主催のツアーへ
　見学の後、住人38号（38号室に住んでいる
ので）さん主催のツアーとなりました。かなり
回数を重ねていて慣れているのか、地下駐車
場から屋上まで面白おかしくネタを挟みなが
ら、すいすいとツアーは進みます。印象に残っ
ているのは、『お風呂』と『ベランダ』のお話
です。
　前者は、『ある日トイレに行った後、お風呂
に入っていたら（お風呂を溜めながらだった
かもしれません）、ウ○コがぷかぷか浮いてき
た！』という話。原因はパイプの傾斜がどう
のこうのというモノでしたが、さすがだなぁと
思ったのは、住人さんの対応です。普通なら
大家さんに怒鳴り込むところだと思いますが、
これを見て「あぁ俺も沢マンの洗礼を受ける
ことができた」と喜んだというのですから…。
なんとも。たいていの困ったことは大家さんに

頼めばすぐに直してもらえるそうです。
　後者は、『2階か3階のベランダを当時小学
生の娘さんが作った』というお話です。大家
さんは子供たちにもマンションの建築を手伝
わせていたそうで、その結果、現在のメンテ
ナーである旦那さんたち（お婿さんが2人いま
す）よりも修理が上手だとか。とはいえ、当
時小学生の娘さんがベランダ（結構な広さが
あるのです）を作ったというのはさすがにネタ
だろうと笑いつつも、「いや、沢マンならあり
えるかも」と考えさせてしまうところに沢マン
の沢マンたる所以があります。

懇親会で聞いた沢マンの洗礼とは
　ツアー後は、沢マン住人さんとの懇親会で
す。住人38号さんの部屋をお借りして、5名
の方にお話を聞かせていただきました。お話
はいちいち面白く、懇親会の間ずっと腹を抱
えて笑っていました。多くは『洗礼』に関す
るもので、『万年湿度が90％以上で朝仕掛けた
除湿器は帰宅する頃には必ず満水になって止
まっている』『上の階の排水パイプが部屋の天
上を這っているので、住人さんがモヨウした
タイミングがよくわかる』『メンテナーの1人は
個性豊かな人で、修理を頼むと必ず何か一工
夫いれないと気がすまない』『ブレーカーから
火が出た時は、まず写真を撮ってみんなに自
慢した』『40リッター（合ってたかな？）のポ
リバケツが一杯になる本格的な雨漏りがあっ
た』など、キリがありません。他人として聞い
ている分には笑い話ですが、実際にそれを受
けるとなると、住人の方のように笑い飛ばせる
だろうか？と思うくらいのものばかりでした。

豊年祭には1300人以上の方が参加
　筆者達が訪問した時には、もうすぐ豊年祭
というお祭りを開催するということで、それに
ついてのお話も伺いしました（写真3）。沢マ
ンは、近隣住民にあまりウケが良いわけでは
ないらしく、若干恐れられているところもある
様子（あくまで雰囲気だと思いますが）。そん
な誤解を解消し、もっと沢マンのコトを知っ
てもらうためにマンション全体を利用した大
規模なお祭りを開催することにしたそうです。
ポスターの作成や告知、お店の手配など、お
祭りに必要なものは住人が主導で準備すると
のことでした。今回懇親会に集まった方々は、
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写真家、イラストレーター、彫師など芸術家
肌の方が多かったのですが、それぞれがポス
トカード用の写真、ポスター、スタンプラリー
の判子など、得意分野でお祭りに貢献してい
たのが印象に残っています。
　後から聞いた話では、お祭りは大盛況で
1300人以上の方が沢マンに訪れたそうです。

沢マン見聞録2日目

大家さんにインタビュー
　次の日朝は、6階の大家さんの家でインタ
ビューです（写真4）。筆者の記憶しているも
のをわずかですが、ご紹介します。

・最初は1部屋から始まった。その部屋を
貸して資金を調達しながら、次の部屋を
作った。

・家賃がどうしても払えない場合はきちん
と謝りにくればいい。黙っているのはい
けない。

・出口が4つあった時期もあったが、住民が
まとまらなかったので、1つに戻した。出
口が1つであれば何かしら顔を合わす機会
があり、それが防犯の役目も兼ねる。

・戸別にベランダを作らず広い通路を作っ
たのは、通路を歩けば部屋（住人）の様
子を伺い知ることができるから。

・多少不便なくらいがよい。自分で工夫す
ると、その分愛着も沸く。

・やればできる。

　「やればできる」はよく聞く言葉で、シチュ
エーションによっては精神論にしか聞こえな
いことも多々ありますが、マンション経営に
必要な資格・免許を取るだけでなく、食材を
自力で調達するために畑や田圃まで作るなど、
必要なものは全て自力で調達している大家さ
んからこの言葉を聞くと、確かにそうですよね。
とうなづくしかありません。

沢マンは自治区である
　ここまでを経て、筆者の沢マンに対するイ
メージは冒頭にあるように豪快・破天荒といっ
たものから、豪快なだけでなく、大家さんと
大家さんのメッセージが色濃く反映されたマ
ンション、そして、そこで生活している住人の
3つがうまく調和しているというイメージに変
わりました。懇親会の中で住人の方が「沢マ
ン自治区ですよ」と言っていましたが、なるほ
ど納得という感じです。

　筆者には沢マンが非常に良くできたコミュ
ニティ、アジャイルが目標とする自律的なチー
ムに似た何かを持っていると感じました。沢
マンの大家、住人の関係は、開発で言うとこ
ろのリーダーと開発者とは異なりますが、お
互いをコミュニティとして捉えた場合はどうで

しょうか？筆者の感じた共通点などを交えて、
沢マンから学ぶアジャイルなチームについて
考えたいと思います。
　まずは沢マンとアジャイルの共通点から。
筆者は「少しずつ作る」「すぐやる」「フィー
ドバック」「コミュニケーション」「自発的に行
動する」などに共通する部分を感じます。
　少しずつ作る、すぐやる、フィードバックは、
沢マンの建築方法と、現在も行われている修
繕方法から見て取ることができます。詳しくは
本誌Vol. 3.1の懸田剛さんの記事をご覧くださ
い。残り2つの「コミュニケーション」と「自
発的に行動する」について少しお話します。
　沢マンの方針は対面のコミュニケーション
だと思います。ここでいうコミュニケーション
は濃いものではなく、「顔が合ったらあいさつ
する」「何かあったら相談する」「悪いことを
したら謝る」といったような非常に簡単な、基
本的なものです。また、通路がベランダを兼
ねており、マンションを一回りすると住人の様
子が伺えるというところからも、個人の空間を
あまり大きくせず、人と人が顔を合わせやす
い場所を作り出そうとしています。大家と住
人が、そして、住人同士がコミュニケーション
する機会を作り出し、隣の人のことは何も知ら
ないという状況を避け、マンションの防犯にも
役立てています。
　冒頭にあったツアー、懇親会の際に話に出
た豊年祭は自発的な行動に当たるでしょう。自
分たちの興味からの行動だけでなく、マンショ
ンのための行動というところに興味を惹かれ
ます。

　沢マンの良い点ばかりを挙げましたが、実
際に住むとなると、話は少し変わります。スロー
プが必要だからと住んでいた部屋を追い出さ
れる、入居したら隣はギコギコ部屋作りの真っ
最中、毎日修繕しているというけれど、そこ
まで修繕しないといけないというのはどうなの
か？ 湿度90％の場所はそもそも人が住むとこ
ろではない、ウ○コが逆流するお風呂なんて
もってのほか…。普通のマンションに住んで
いる人が引越し先として沢マンを選ぶにはか
なりの勇気が必要になると思います。候補と
して挙げることすらしないかもしれません。筆
者の妻はこの話を聞いて、「賃貸マンションと
して成立していること自体が奇跡だと思う」と
一言。確かに分譲マンションであれば、多少
の嫌なこと（沢マンのそれが多少なのかは疑
問なところもありますが）は目をつぶるでしょ
う。しかし、賃貸であれば、嫌なことがあるの
なら引っ越せばいいのです。それをしないで
住み続ける住人と、沢マンには何か特別な関
係はないでしょうか？ 住人が沢マンに惹かれ
ているから。多分その通りでしょう。そうでな
ければ、多少のことには目をつぶることはでき
ませんし、ましてや、自発的にマンションのた
めに行動をするとは思えません。では、なぜ
惹かれているのか？

　沢マンをコミュニティという視点で見た場
合、そこに「大家さん＝場を提供（作る）」「住
人＝場を使って活動を行う」という関係を見
ることができるのではないか？と筆者は考えま
す。多少強引ですが、プロジェクトではリー
ダーが場を提供し、開発者はその場を使って
活動＝開発していると見た場合、住人が沢マ
ンに惹かれ、マンションのための活動を自発
的に行う理由を掘り下げていくことで、開発者
が自発的に活動を行っていくことができるプロ
ジェクト＝場作りを学ぶことができるのではな
いでしょうか？次に訪問する機会には、コミュ
ニティの運営、場作りという視点で沢マンを
見学してみたいと思います。

最後に

　「アジャイルマインド勉強会の皆さんと合
宿」から始まった見学でしたが、ひょんなこと
から原稿を書く機会を得ることができ、ほん
の少しだけですが自分なりに沢マンを理解す
ることができました。当日お世話になった沢マ
ンの皆様、原稿を機会を与えていただいた懸
田剛さん、EM ZERO編集部、そして、悩んで
いる筆者を励まし、原稿のヒントを与えてくれ
た妻にお礼を言いたいと思います。どうもあり
がとうございました。

Profile  プロフィール

安藤寿之　
ANDO Toshiyuki

アジャイルな開発と、アジャイルなリー
ダーに憧れる開発者。勤務先のNECソフ
トにてアジャイルに関するコミュニティを
立ち上げ活動中です。初めて投稿に挑戦
してみたのですが…小さいころ国語が苦
手だったことを思い出しました。

沢マンから学ぶ
アジャイルなチーム

■写真4　大家さんにインタビュー

なぜ沢マンは賃貸マンションとして
成立しているのか？
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　viかEmacsか。それはいつ果てるとも

言えない論争を引き起こしてきました。

エディタ、ショートカットコマンド、冷

蔵庫メーカーのキーボード（注1）、LL。
我々エンジニアにとって、コンピュー

タの中の効率改善は常に関心の中心で

す。でも、ちょっと待ってください！仕

事はコンピュータの外にもあります。IT

＝情報技術です。ITエンジニアたるも

の、コンピュータ外のアナログな情報

処理もできて初めて「できるヤツ」と

言われます。この記事では、アナログ

な情報処理を加速させるGTD（Getting 

Things Done）を紹介します。コンピュー

タの中でだけがんばっていても「○○

さんってステキ」とは言ってもらえな

いのです。

注1）東プレの主力製品はトラックの冷
凍庫です。

★なぜ仕事の効率が落ちるのか？★
　図1は人間の情報処理のアーキテク

チャを図示したものです。まるでPICマ

イコンのハーバードアーキテクチャと

呼ばれるものにそっくりです。人間と

コンピュータを比較すると、次のよう

な相違点があります。

　

①スタックオーバーフローになりえる
　プログラムでもミスがあると起きる

可能性がありますが、人間も同じです。

堂々巡りになるような命題（パラドッ

クス）や、頭の中で口げんかのシミュ

レーションなどを行うとすぐにスタッ

クメモリを使い果たします。考える能

力を奪うということで、催眠誘導では

この動作を利用しているそうです。

②メモリの信頼性が低い
　人間のスタックメモリには似たよう

な内容が複数積まれると、その途中の

段の情報を忘れやすい（健忘）という

特徴があります。スタックメモリに入っ

ている情報によってプログラムの動作

まで影響を受けます。失恋するとすべ

ての考えがマイナス方向に行ってしま

うのもこの動作によります。また、試

験前に暗記するのに苦労した経験は誰

しもあると思いますが、大容量記憶装

置のほうも問題があります。何度情報

を入れても忘却したり、違った形で出

てきたりします。これらの例から、人

間の情報処理能力のボトルネックは記

憶装置にあるということがわかります。

なお、プログラム領域（思考パターン

など）の書き換えは普通にはできませ

んが、NLPのカウンセリング（ROMラ

イタに相当）で人間のプログラムを一

部書き換えることはできます。しかし、

今回の話題から外れるので省略します。

★GTDで効率改善★
　ここで紹介するのはGTDという仕事

術です。人間の情報処理の能力を最

大限に生かすには、記憶に頼らない手

法が必要である、というのは最初の例

から明らかです。これからGTDの仕事

術について解説していきます。なお、

GTDは電子的なツールでタスク管理を

することもできますが、最初はopaken

さんの GTD+R（図2）や、nomicoさん
のGWeeklySheetなどのアナログなツー

ル上で手を動かして体験することをお

勧めします。GTDは図3にある5つのス
テップで仕事を管理していきます。

①収集
　まずは頭の中の仕事をすべて書き出

します。このリストをInboxと呼びます。

たいてい20分ぐらいで行き詰まると思

中央処理装置

外部 I/O

プログラムROM

大容量記憶装置

スタックメモリ(7±2 段 )

人間のアーキテクチャから
考える

空きメモリを増やそう!

■図1　人間の情報処理の
アーキテクチャ

しぶかわ♥よしき
SHIBUKAWA Yoshiki
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いますが、そこからが勝負です。「1時

間はがんばる」や「150項目出す」など、

目標を設けて出し続けます。2回目以降

は差分だけになるので、だいぶ楽にな

ります。気づいた仕事があれば、どん

どんInboxに入れていきます。

②処理
　収集でたくさんの項目が出てきます。

この中から「次に行うアクションリスト」

を作成していきます。2分以内に終わる

仕事はその場で片づけます。自分が行

動する項目ではないもの、あるいは「い

つかやる」「やらなければならないけど

具体的な行動が見えてないもの（プロ

ジェクト）（注2）」に分けていきます。
処理をするとInboxは空になります。

注2）GTD用語の「プロジェクト」は、「複
数タスクの集合」ぐらいの意味です。

③整理
　このようにして作ったリストを定期

的に見直せるように管理していきます。

前述のGTD+RやGWeeklySheetであれ

ば、処理が終わった時点でここの仕事

は完了です。

④レビュー
　GTDを続けるうえで一番重要なポイ

ントがここです。「いつかやる」なども、

いつかは「いつか」が来るわけです。

プロジェクトも具体的なアクションが

徐々に明らかになっていきます。毎朝、

毎週、毎月など、定期的にInboxリス

トや、処理で作成したリストを見直し、

次にやるアクションリストを更新して

いきます。 1週間に1回のペースという

人が多いようです。

⑤実行
　次にやるアクションが決まったら、

あとはこれをやっていくだけです。ほ

かの仕事術と違うのは「優先順位」を

リスト上で管理しないことです。ぱっ

と見てその場で「これを先にやろう」

と思ったものを選択していけばいい

だけの話です。今できることをどんど

ん前倒しでやっていこう、というのが

GTDの仕事の仕方かな、と筆者は感じ

ています。

　

★GTDをカスタマイズ★
　GTDの素晴らしい点の一つがツー

ルの自由度です。この記事を読まれて

いる方はIT技術者の方が多いと思いま

す。いわば情報処理の達人です。ぜひ

ともそのデジタルな知識を使ってGTD

をカスタマイズしてみてください。筆

者も現在、自分用のタスク管理のシス

テムを制作中です。マインドマップと

組み合わせてみたり、ソフトウェアか

んばんを使ってみたりといったことも

考えられます。Djangoなどのフレーム

ワークの勉強の題材にも手頃だと思い

ます。GTDはツール選定も含め、人に

よって実装がいろいろ変わってきます。

LT（Lightning Talks）もそうですが、

自分の手法のPRの敷居が低いのが特徴

です。そのため、勉強会をするとすご

く盛り上がります。GTDを通じて仕事

術を高める仲間との交流、というのも

GTDの愉しみ方の一つだと考えていま

す。「IT技術者は普通の仕事をさせても

すごい」とIT業界が一目置かれる、そ

んな世の中になるように一緒にがんば

りましょう！

①収集
考えていることを
出します

②処理
「行動する」リスト
を作ります

③整理
見直せるように手帳
などにまとめます

④レビュー
定期的にタスクを
見直し更新します

⑤実行
次のアクションを
どんどんこなします

Profile  プロフィール

しぶかわ♥よしき
SHIBUKAWA Yoshiki

メーカーの社内SE。餃子と焼きそばの
ウツノミヤ在住。好きなものはシビッ
クハイブリッドとPythonとjQuery。こ
のところ、速読やらマインドマップやら
GTDやらエリクソン催眠やら茶道やら
いろいろ手を出しすぎて「しぶさんは
変態だ」とほめられることの多いAB
型です。

めざせ自分流！

■図3　GTDの5つのステップ■図2　GTD+RのWebページ
（http://gadget.cre8system.jp/gtd/gtd_plus_r.html）

■参考文献・セミナー・URL
・「ワンチップマイコン特集」

『トランジスタ技術1999年5月号』CQ出版社
・「催眠コミュニケーション入門」
めんたね（http://www.mentane.net/）
・『ストレスフリーの整理術』
デビッド・アレン著、田口元監訳、二見書房
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はじめに

 「KJ法（注1）は分類手法ではありませ
ん。」
 
　先日、あらためてKJ法を学ぶ機会が
ありました。そのときのことです。「KJ
法について何か知っていることは？」
との質問に、私が「いろいろな言葉や
概念を、何らかのカテゴリに分類する
手法で…」と答え始めたところ、講師
の方（注2）にいきなりダメ出しされた
のがこの一言でした。自分がKJ法につ
いて何も知らないことを思い知らされ
た瞬間でもあります。
　KJ法̶川喜田二郎博士の名前に由来
した日本生まれの手法であり、名称そ
のものが広く知られているのはご存じ
のとおりです。しかしその反面、KJ法
の本来の意味としての使い方がどれだ
けされているのかというと、その本質
を理解せずに表面的な技法としての知
識のみが利用・流用されている場合が
ほとんどであると言っても過言ではな
いでしょう。
　もちろん技法としての使い方は、そ
れはそれで便利かつ有用な手段であ
り、絶対にいけない、と言うつもりは
ありません。ただし、本来のKJ法の趣
旨を理解して使う場合とそうではない
場合とでは、結果としてできることに
は雲泥の差があります。
　そこで、「真のKJ法とは一体どんなも
のなのか？」ということを短い誌面で
はありますがお伝えできればと思いま
す…と思ったのですが、ちょっと無謀
でした。とてもではありませんが、「KJ
法とは何か？」を短い字数で伝えるこ

という感覚に集中していきます。「なん
となく」でよい（ここが大事！）ので、
そこに現れているものの本質をよく見
極めていくと、それまでとは違ったも
の同士の組み合わせが見えてくること
があります。たとえば、「海外ドラマで
活躍する人気動物（イヌ、イルカ）」と
「日本の有名なギャグ漫画に登場する変
なやつら（ネコ、カエル、毛虫）」といっ
たようにです（本当はこれもちょっと
違うんですが）。結果だけ見ると、後者
も分類しているように見えるかもしれ
ませんが、「最初から枠組みを想定しな
い」ことがもっとも重要なのです。
　このように、自分はどう思うか、ど
う感じるか、というように既存の理論
ではない「実感」に焦点を当てて世界
を見つめていくアプローチが基本であ
り、これにはいわゆる「分類」とはまっ
たく異なった発想が必要になります。

誤解その2：KJ法は問題分析手法である
　KJ法では分析をしません。「問題解決
技法」と呼ばれることから、問題を詳
細に分析する手法と思われることがあ
りますが、そうではありません。分析
するためにはもっとほかに適した手法
（魚の骨やロジックツリーなど）がいく
らでもあります。問題を細かい要素に
分解して、一つ一つを詳細に検討する
ような要素還元的な分析手法とは逆の
ベクトルです。そもそも問題を分析す
るためには、その問題が何なのか明ら
かでなければいけません。しかし、KJ
法が扱う問題はそのような明確なもの
ではなく、「何か気になる」「なんとな
くうまくいってない」というようなはっ
きりしない問題を対象とします（注3）。

株式会社豆蔵

岡村敦彦
OKAMURA Atsuhiko

今だから、KJ法
̶感じる化宣言

とはさすがに無理だ！ということがわ
かりました。しかも、私もまだまだKJ
法の本来の姿に『気がついた』ばかり
ですので、「これがKJ法だ！」と言える
ほど熟達しているわけでもありません。
　従って今回は、「KJ法とは何か？」で
はなくて、「KJ法とは何ではないのか？」
を少しでもお伝えできればと思います。
ではさっそく。
注1：「KJ法」は、川喜田研究所の登録商

標です。

注2：株式会社エバーフィールド永野篤氏。

KJ法の誤解

誤解その1：KJ法はデータ分類手法である

　冒頭での逸話のように、KJ法は分類
手法ではありません。ここは非常に大
きなポイントです。もちろん、技法だ
けを使えば分類のために使うこともで
きますが、それは本来の用途ではあり
ません。何かを分類する、ということ
はあらかじめ想定される何らかの概念
に、その「何か」をあてはめていくこ
とになります。しかし、それではその
「何か」は想定範囲内の物事の範疇に
収まってしまいます。
　たとえば、イヌ、ネコ、イルカ、カエル、
毛虫を分類しようとすると、哺乳類（イ
ヌ、ネコ、イルカ）、両生類（カエル）、
昆虫類（毛虫）というようなありきた
りの分類か、せいぜい陸生成物（イヌ、
ネコ、毛虫）と水中生物（イルカ、カ
エル）となってしまいます。ここには
とくに新しい発想はありません。
　しかし、分類という観点ではなく、「そ
こに何が見えるのか？」「それを自分は
どう思うのか？」「どう感じるのか？」
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　つまり一見無関係に思えるようなさ
まざまな現象でも、一つ一つ吟味しな
がらそれらを総合していくことで、そ
れまでは認識できなかった別の何かが
見えてくるような発見的な考え方です。
分析型ではなく、いわゆる統合型の手
法と言ってよいでしょう。
注3：SSMも同様の問題を対象とします。

誤解その3：KJ法は川喜田二郎氏が命名した
　最後はどうでもよいことかもしれま
せんが、手法の名前は川喜田先生がご
自身で命名されたというよりは、慣習
的にそう呼ばれていたものが実質的な
名称として広まっていった、というこ
とのようです。もともとはいろいろな
情報を紙切れ（付箋紙のようなもの）
に書いていたことから「紙切れ法」と
呼ばれていたらしく、そのときに情報
の記録者をイニシャルで「KJ」として
いたので、そう呼ばれることが多くなっ
たそうです。

なぜ今、KJ法なのか？

　さて、ではなぜ今、KJ法なのでしょ
うか？
　今の私たちの社会は、目に見えるモ
ノや数値化されたデータばかりが重要
視されるあまりに、目に見えない「コ
ト」や、数量化されない定性的な情報
は無視されるか、無視されないまでも、
ことごとく軽視されていることがほと
んどです。とくにIT業界ではそれが顕
著であり、「計測できないものは管理で
きない」という言葉が、金科玉条のよ
うに大変ありがたがられる傾向にあり
ます。もちろんそれはマチガイではな

いし、定量的なデータは当然重要です。
しかし、それ以外の物事はまるで存在
しないかのような考えだけになってし
まうと、はなはだ危険です。ちょっと
落ち着いて考えてみればわかることで
すが、世の中は定量的なものと定性的
なものの両方が存在しています。どち
らか一方のみで成立しているわけでは
ありません。
　そんなことを考えているときにふと
手にした本がありました。川喜田二郎
氏の最初の著作『発想法』です。そう、
KJ法の原点ですね。そして何気なく読
み進めてみると、そこには次のような
文章がいたるところで見られました。

・『定量的でなければならない』という

固定観念は非常に大きな害悪

・『なんとなく関心を引く情報』は何で

も集める

・感情のようなものが、理性よりもはる

かに先

　驚きました。これらは、まさに私が
求めていたこととほぼ同様の趣旨だっ
たのです。つまり、KJ法がやろうとし
ていることは、今の時代が見失ってし
まったもの、とくにIT業界がどこかに置
いてきてしまったものを再発見するア
プローチなのです。現在の混迷した閉
塞状況は、そうした人間的なものを置
き去りにしてきたところからもたらさ
れていると言ってよいでしょう。であ
れば、それを打ち破る鍵、これからの
ITを、現代社会を見つめ直す鍵はここ
にあります。そうです。今のような混
沌とした世界だからこそ、時代があら
ためてKJ法的な考え方（注4）を必要と

している、そう言ってよいでしょう。
注4：アジャイルやソフト思考にも共通
した考え方だと思います。

感じる化宣言

 さて、最後に一言。これからの時代は、
目に見えるモノだけではなく、実感と
して感じるコト。そこをぜひ大事にし
ていきたい、という思いから以下を宣
言します。

『見える化から感じる化へ！』

　なお、大変残念ながら、2009年7月8
日に川喜田二郎先生が永眠されました。
ここに、深く哀悼の意を表します。

Profile  プロフィール

株式会社豆蔵

岡村敦彦
OKAMURA
 Atsuhiko 

IT業界をもっと
もっと魅力的な
ものにしたい！と

いう思いのもとで、より人間的な情報
システムの開発を推進すべく奔走して
いるうちに EM ZEROの活動に共感。
SSM（ソフトシステム方法論）好きと
して（ごく一部には）知られている。
所属は豆蔵。

■参考文献
『発想法̶創造性開発のために』
川喜田二郎著、中公新書、
ISBN-13：978-4121001368

『現場の学としてのアクションリサーチ』
内山研一著、白桃書房、
ISBN-13：978-4561161691

KJ法の手順① KJ法の手順② KJ法の手順③

まずはラベルから もっともKJ法的?な表札づくり 実は紙のたたみ方も
決まっています

※画像撮影・出典:株式会社エバーフィールド
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　はじめまして、富士通の柴田浩太郎
と申します。今回は、弊社で実施して
いて、私が事務局を務めている「車座
ミーティング」という会議をご紹介し
ます。あわせてこの「気楽でマジメな」
会議を継続するコツについて、お話し
いたいと思います。

車座ミーティングとは、何か

　車座ミーティングとは、「車」の輪の
ように丸く「座」って行う少人数の会
議のことでです。丸く座ることの意図
は、その会議の参加者誰もが、お互い
の顔を見ることができ、権威を気にせ
ず平等に話せる雰囲気を作ることにあ
ります。よって、平等で気楽な雰囲気
が作れれば、必ずしも丸く座る必要は
ありません。
　弊社の車座ミーティングは、お互い
が見えるように座ることができ、かつ、
会議室のレイアウトをあまり変更しな
くてすむ「だ円」座ミーティングであ
ることのほうが多いです（写真1）。

　では、どのような場で、この車座ミー
ティングを活用すればよいのでしょう
か。
　富士通には、社内のプロジェクトマ
ネジャーの認定者が参加するコミュニ
ティが存在します。このコミュニティ
はPMコミュニティと呼ばており、プロ
ジェクトマネジメントに関するノウハ
ウの整理・普及や、プロジェクトマネ
ジャーの人材育成などを行っています。
この人材育成の場として、車座ミーティ
ングが役に立つのです！
　人材育成なんていうと、伝える側の
用意周到な準備と受け取る側の多大な
努力が必要で、一見とても難しいよう
に思えますが、そんなことはありませ
ん。人を扱うことが大部分を占めるプ
ロジェクトマネジャーの仕事は暗黙知
のノウハウが多く、それゆえに、伝え
る側の情熱と受け取る側の誠意さえあ
れば伝承は十分行えます。

　富士通は、2001年に部門横断型の
PMコミュニティを発足させた際、現
場のプロジェクトマネジャーに対する
育成をどのようにして行えばよいのか
悩みました。部門の垣根を越え、有
識者の暗黙知を現場のプロジェクトマ
ネジャーに伝承したいという想いはあ
るのですが、現場のプロジェクトマネ
ジャーは、日々の仕事に追われていて
なかなか時間を取ってくれません。短
時間で効果的で簡単な方法はないもの
か…と考えた末にひねり出したのが、
この車座ミーティングだったわけです。
　そんなわけで、次のようなアウトラ
インで、車座ミーティングを始めまし
た。

1．年に数回、1回2時間、15人前後で、
2．社内有識者数人を囲み、
3．特定のテーマについて、
4．気楽な雰囲気で行う。

　もちろん、最初からすべてうまくいっ
たわけではありません。当初は、有識
者の数を4人前後と設定していたため、
有識者がその場を過度に「掌握」して
しまうという課題がありました。つまり、
4人もの有識者が、あらかじめ設定した
テーマに対して次々と発言し、場を仕
切ってしまうのです。暗黙知を「伝える」
という目的は達成できたものの、「承る」
側の現場のプロジェクトマネジャーが
一方的な聞き役になってしまっており、
とても「伝承」とは言えないものでした。

「気楽でマジメ」を
継続するコツ

富士通株式会社

柴田浩太郎
SHIBATA Kohtaro

■写真1　だ円座ミーティング

車座ミーティングは、
どのような場で
活用すればよいのか

車座ミーティングは、
最初から成功したのか
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確かに、有識者の話を直接聞くことの
できる場は、それ自体、貴重な場です。
　なぜなら有識者の話の中には、生の
体験から導き出される本質を捉えた考
え方があり、それぞれが聞き応えのあ
るものだからです。しかし、それが一
方的なものであったとしたなら、車座
ミーティングという場で行っている意
味はありません。最初に述べたように、
車座ミーティングは、参加者の誰もが
平等で気楽に行う会議なのですから。
現在は、有識者の数を1人に限定して
います。当日の進行役である私は、参
加者の誰もが積極的に話せるような雰
囲気作りを心がけています。ただ、参
加者も「いきなりあるテーマについて
話せ」って言われても、なかなか話せ
ない人もいますので、現在は、事前に
簡単なアンケートを取り、それを1枚の
紙にして配布し、これを自己紹介とと
もに読んでもらう、ということをやっ
ています（図1）。

　
　2002年から始まった富士通PMコミュ
ニティの車座ミーティングは、6年間で
40回を超え、延べ500名以上の参加者
がありました。試行錯誤のうえ、なん
とか続けてきましたが、その継続のコ
ツを次に記したいと思います。

1．多種多様な人を集めること
　参加者の募集は、社内有識者の名前
と話し合うテーマを提示し、社内のプ
ロジェクトマネジャーの認定者約300人

に対して一斉に行っています。テーマ
への興味も人によって違うため、参加
者の顔ぶれはその時々によって異なり
ます。さまざまな背景を持つ人を集め、
毎回、違った参加者で実施することが、
このような気楽な場であっても、マン
ネリ化させないためには有効であると
思います。

2．気楽な雰囲気を作ること
　私たちは、終業後の18時から2時間、
ビールを飲みながら実施しています。
酔いすぎて議論にならないのも困るの
で、量は500mlと350ml各1本に抑えて
あります。それとつまみが少々。一人
の会費が500円、アルコールなしの人
は200円となります。古今東西、気楽な
雰囲気作りには、「口を滑らかにする飲
み物」が効果大です！

3．終わりの時間を区切ること
　どんなに盛り上がっても延長はなし
としています。少し話し足りないくら
いがちょうどいいと思います。まだ話
をしたい、また話をしてみたいと思わ
せることが、次の参加意欲をかき立て
ます。盛り上がらない場合はどうする
かって？大丈夫！ビールを飲みながら
の2時間なんてあっと言う間ですよ！

4．運営側の負担を軽くしておくこと
　このような活動は得てして「しっか
り記録しなければだめだ」という焦燥
感にとらわれてしまいます（周りから
のプレッシャーもありますしね…）。し
かし、「暗黙知」は「暗黙知」のままで
しか伝わらない、と開き直り、気楽な

気持ちでのらりくらり行うのがいいと
思います。私たち自身、ICレコーダー
に声を録音し議事録を起こしていた時
代もありましたが、面倒くさいうえ、
労力の割には活用されないので途中で
やめてしまいました。今は、ホワイト
ボードに書いたキーワードをデジタル
カメラで撮って、記録として残してい
ます（写真2）。これは記録だけではなく、
記憶にも残り、手間も随分省けるので
とても気に入っています。

おわりに

　続けるためには、やりすぎないこと。
みなさんも肩の力を抜いて、気楽に車
座ミーティングを試してみませんか？

車座ミーティングの、
継続のコツとは何か

■図1　事前に配布したアンケート

＜参加者＞

氏　名 所　属 役職
PM認定
レベル

E-mail

△△△）システム事業 ○○ プロスキル認定 xxxxxxxx@jp.fujitsu.com

△△△）システム事業 ○○ プロスキル認定 xxxxxxxx@jp.fujitsu.com

＜アドバイザ＞

氏　名 所　属 役職
PM認定
レベル

E-mail

△△△ ○○ P１ xxxxxxxx@jp.fujitsu.com

＜事務局＞

氏　名 所　属 役職
PM認定
レベル

E-mail

△△△ - - xxxxxxxxx@jp.fujitsu.com

（以下略）

○○　○○ SI業界以外にも、大規模な事業（プロジェクト）は存在します。そのような他の
業界の事業と、その運営方法を知ることが、SI業界の事（プロジェクト）の成功
の近道のような気がします。

○○　○○ 日経コンピュータの記事によればプロジェクトの規模が１億円を超えると成功
率が下がるようである。富士通の現場ではどうなのか皆さんの意見を伺いた
い。

PMコミュニティ　車座ミーティング　参加者一覧
テーマ：「大規模ＳＩプロジェクトは難しい？」

○○　○○ 自分の経験でいえば、やはり大規模プロジェクトは難しい。しかし、大規模で
も成功しているプロジェクトもあるはず。何が違うのか？そのあたり話題とした
い。

○○　○○ 難しさの問題認識も千差万別（大規模であることで増幅するもの、しないも
の、もあり）です。いろんな方の新鮮なお考えを伺って、意見交換したいと思い
ます。

■写真2　議事録の代わりにデジカメでホワイトボードを撮影

Profile  プロフィール

富士通株式会社
柴田浩太郎
SHIBATA Kohtaro

社内プロジェクトマネジメント研修の
企画・開発・講師・運営を担当。食べ
物は、お好み焼き、たこ焼き、焼きソ
バなどソース系全般を好む。



014　EM ZERO vol.03.2

しき人に「なんだお前は！」と散々怒
鳴られてしまったりとか。
　あるクライミングスクールの指導者
は、クライミングの生徒を連れて岩場
へ向かう途中で、何組かの岩壁にとり

ついているクライマーを指して「ほら、
あの人達はあんな危ないことをしてい
ます」と生徒達に教えて歩いたそうで
す。そして、その後、実際に指摘され
たクライマーが事故を起こして救急車
で搬送されてしまいました。
　この話には続きがあって、その話を
聞いた指導者の友人は「それ、ちゃ
んと登っている連中に教えてあげなく
ちゃダメじゃないか」とその指導者に
文句を言ったのです。でも、その指導

ていた岩壁を、一組の大学生らしきク
ライマーが登っていました。
　彼らを見て、僕達の眼は点になりま
した。きっと、口は半分開いたまんま
です。詳細な技術や詳しい状況はおい
ておきますが、彼らの登り方は技術的
には一昔前の技術で、それも間違って
使っています。それだけなら僕の眼が
点になるだけで済んだかもしれません
が、なにしろ、彼らの登り方は、宝く
じに命をかけるような自殺行為とも言
える登り方だったのです。
　すぐにでも注意して、彼らの自殺行
為を止めたかったのですが、もう、岩
壁の途中まで登っています。安全地帯
に着くまでは声もかけられません。だっ
て岩を登っている最中に「危ないぞ！」
なんて声をかけたら、ビックリして最
悪の事態にもなりかねません。僕は祈
る気持ちで、彼らを見守っていました。
　なんとか安全地帯についたところで、
僕たちは彼らに追いつき注意しました。
分かったことは、一人は初心者である
こと、それと初心者が言うには、もう
一人は経験者だということです。
　ところで彼ら、注意されたことで経
験者の方が腹を立てて、そのまま帰っ
ちゃいました。まあ、そのほうが彼ら
にとっては無難です。

似たような話
　実は岩登りに関しては、これと似た
ような話はいくらでもあるんです。例
えば、ヒマラヤの8000m峰を登ったこ
ともある有名なクライマーが、年配の
クライミングしているグループに「そ
んな登り方では危ないですよ」と注意
したところ、そのグループのリーダら

　2009年の3月に、僕は仲間達と共に
起業しました。会社名はStarlight&Storm
です。日本語にすると「星と嵐」。なん
だかIT系にはあまり似つかわしくない
かもしれない変な名前の会社ですが、
その名前はアルプスの山々を案内する
山岳ガイドが書いた一冊の本に由来し
てます。
　会社の名前を勝手に決めたのは僕な
のですが、そもそも、僕はアルプスの
山岳ガイドに憧れていたんです。なに
しろ30歳を過ぎるまで、雪と岩の山に
登ることが仕事で、会社で働くことは
山へ行くための資金稼ぎと看做してい
たくらいなんですから。

ある日のこと
　僕がまだ現役のクライマーだった、
ある日のことです。
　僕は奥さんと一緒に、東京近郊の岩
を登りに行きました。ちなみに、その
ころは奥さんも僕と同じクライマーで
した(左上写真：僕と奥さん、右写真：
息子)。奥さんがクライマーだとなにか
と便利です。奥さんは特に仕事をして
いなかったので、僕が思い立ったら平
日だろうがなんだろうが、すぐにでも
二人で岩登りに行けます。金曜となる
と僕が仕事をしている間に、奥さんが
二人分の装備を揃えてくれていて、仕
事が終わった僕は家に帰るとピンポン
ダッシュで山に行けるわけです。

ある大学生らしきクライマーを見て
　さて、その日は、僕達が登ろうと思っ

2009年3月に起業しました～
Starlight&Storm

長谷川裕一
HASEGAWA Yuichi
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があるお山の大将が、登山計画を立て
て、その登山計画を頼りに、ちょっと
かじった程度のスキルしかないリーダ
に率いられた大量のど素人が、旧式の
装備で、どう考えても初級者には無理
だろうというレベルの山の頂上を目指
して登るのと、同じなんです。山で考
えたら、こんな登山隊、何かあったら
遭難するのが当たり前です。でも、そ
んな当たり前のことが、システム開発
では平気に行われています、そして遭
難するたびに皆で「おかしい」とクビ
をひねっているんです。僕からしたら、
無事に頂上に登れて帰ってこれたら、
そっちのほうがどう考えてもおかしい。
　そこで僕たちのStarlight&Stormです。
僕たちは、システム開発や教育の現場
で、アルプスの山岳ガイドと同じよう
に、正しい計画と正しい技術で、お客
様をサポートしながら、頂上を目指し
て安全に登っていきたいとの共通の思
いを持っています。僕は、その意味を
込めて、Starlight&Stormという会社名
を付けたのです。
　お客さんが困難な岩壁を登りきり、
頂きに到達したときの笑顔を見ること、
麓に帰った後で「次の頂きも一緒に登っ
てほしい」と言われること、それが僕
たちにとって、最高にうれしいことだ
と思うんです。

◆

　ところで、僕と同じくクライマーだっ
た奥さんですが、僕がクライミングを
諦める前に、子育てでリタイヤしてし
まいました。今では、僕たちの会社の
事務一切を担当してくれています。やっ
ぱり、奥さんが事務をしてくれると僕
としては、なにかと便利なんです。

JavaによるWebアプリケーション開発
を中心に経験を積み、現在はオブジェ
クト指向設計・実装を中心にコンサ
ルタント・講師として活動する。とく
に、Spring Frameworkをはじめとす
るJavaオープンソースフレームワーク
をベースとしたアーキテクチャ構築に
強みを持つ。共著として、『Spring 2.0
入門』（技術評論社）などがある。

福島　竜　
FUKUSHIMA Ryu

1986年、イリノイ州警察指紋システ
ムのアセンブリ言語プログラマからス
タートして、現在はオブジェクト指向 
・Javaを中心に活動する。また、国
内のOSS系のフレームワークにおける
エバンジェリスト的な役割も担ってい
る。共著として、『プログラムの育て
かた』（ソフトバンク）、『Spring 2.0入
門』（技術評論社）などがある。日本
Springユーザ会会長。株式会社フル
ネス取締役。

長谷川裕一　
HASEGAWA Yuichi

InterLispによるAIシステムに関わっ
た後、オブジェクト指向の分析設計
やオブジェクト指向系の言語（C++、
Javaなど）を中心とした技術コンサ
ルティングや教育に携わる。最近で
は、Webアプリケーションのプラッ
トフォームNexawebの技術コンサル
ティングも行っていた。著作として、
『JUnitと単体テスト技法』（ソフトリ
サーチセンター）などがある。

大野 渉　
OHNO Wataru

Starlight&Stormの
頼れるガイド達

お仕事のメニューはホームページをご参
照ください。
http://www.starlight-storm.com/
Email：info@starlight-storm.com

いうのは、おしなべて、最先端の安全
な技術や記録を全然知らず、狭い世界
の小さなお山の大将になった瞬間に、
技術力も何もかも、ストップしてしま
い成長しなくなってしまうんです。

システム開発と登山
　僕が思うに、システム開発も教育コー
スの開発・実施もその多くは、登山に
たとえると、昔ちょっとかじったこと

者は「お金を払ってくれているお客さ
んをほっておいて、ヘボなクライマー
の面倒をいちいち見る気はない」と
切り返してきたそうです。確かにその
とおりなのかもしれませんが、命に関
わることもあると考えたらどうなんで
しょう。

本当に危ないのは誰？
　ところで、こうした経験や話を聞い
て、僕なりに思ったことがあります。
ちょっとかじった程度の人間ほど、初
心者を連れて山に行きたがる傾向に
あって、そういうのが一番危ない。そ
して、そういうかじった程度の人達と
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ちょっとした勇気

　大好きなソフトウェアをもっと好き
になるための努力なら、外に出てもソ
フトウェアと関わってみたいですね。
今、ソフトウェアに関するコミュニティ
はたくさんあります。自分の知識を高
めるための勉強会中心のコミュニティ
や、開発を効率的に進めるための知
識を得るためのプロセスを研究するコ
ミュニティ。それらは自分の「知識」
や「スキル」を高めるための、どちら
かと言えば「自分の内側」に働きかけ
る行動ですね。それももちろんいいの
ですが、自分が持っているスキルを使
うことで、これからこの業界で働きた
いと思うような人たちの手助けになる
コミュニティもあるのです。 

ETロボコンのご紹介
　わたしは2007年の大会から「ETロボ
コン」（http://www.etrobo.jp/、図1）と
いうイベントの実行委員に参加してい
ます。このイベントはレゴマインドス
トームを使って、モデリングとプログ
ラミングによる走行競技のタイムトラ
イアルという、2本立ての審査を経て組

込みソフトウェア開発の総合的な能力
を競う大会です。 
　組込みソフトウェアに長年従事して
いて、残業の多い日々や頻繁に変わる
仕様への対応など、大変な経験もして
きましたが、それでも「組込みソフト
ウェアの開発は楽しい」ということが、
自分の開発者としての人生で得た大切
な宝物です。決して洗練されたエンジ
ニアではなかったのですが、組込みソ
フトウェアの開発を通して学んだ技術
的な知識や、チームでモノを作ること
の楽しさ、そしてコンシューマー向け
の製品が市場に送り出されたときの達
成感は、組込みソフトウェアならでは
というものが多いことは確かです。 
　このような経験を、より多くの人た
ちに感じてほしいという思いが、この
「ETロボコン」を支えています。実行委
員のみなさんは組込みに限りませんが
開発現場での経験が豊富で、ソフトウェ
ア開発の楽しさや辛さを十分知ってい
て、その中でも「楽しさ」や「達成感」
を擬似的に体験できるように、大会は
工夫されています。 
　わたしは運営委員として、このイベ
ントに参加しています。 運営委員の役
割は競技会前に開催される「開催説明
会」や「技術教育」の運営、競技会で
は会場の設営や進行など、技術・審査
以外の部分における、運用に関わる多
くの仕事を行っています。委員といっ
てもボランティアなので、イベントに
必要な全てを自分たちだけではできな

　“ちょっとした勇気” とは
　“ちょっとした勇気” って、どんなこ
とでしょうか？ 
　電車でお年寄りに席を譲ること、小
さな子供を連れたお母さんに「何か手
伝いましょうか？」と声をかけること。
いろいろありますよね。でも「自分を
変える」っていう勇気は、一番身近で
ありながら難しい勇気なのかもしれま
せん。 
　日々の仕事に追われる生活の中、「本
当はこんなつもりじゃなかった」と思
いながらも、この仕事を好きになろう
と思う努力。“前向き” という言葉のジ
レンマを感じる人は多いのではないで
しょうか。 

外に出てみよう
　ソフトウェアを作ることはとても楽
しいはずなのに、なぜ仕事として考え
ると辛いんだろう？そんな疑問や悩み
を持ったら、いっそのこと外に出てみ
ませんか？ 

016　EM ZERO vol.03.2

写真提供：ETロボコン実行委員会

ETロボコンスタッフへの
お誘い ETロボコン2009実行委員会 運営委員

串田幸江
KUSHIDA Yukie
(株式会社アッズーリ)
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わたしが委員に参加し続けているモチ
ベーションになっています。
　このように、あなたが大好きな（は
ずの）ソフトウェア開発を通して自分
自身の成長や、人とのつながりを実感
できるこのイベントのスタッフになっ
てみませんか？特に地区大会では多く
のスタッフを募集しています。
　ETロボコン事務局までお問い合わせ
ください。ホームページにお問い合わ
せフォームが用意されています（http://
www.etrobo.jp/ETROBO2009/mailform/
mailform.html、図2）。そこから直接事務
局へ問い合わせが可能です。
　たくさんのご応募お待ちしておりま
す。一緒にIT業界を楽しい場所に変え
ましょう！

Profile  プロフィール

ETロボコン2009実行委員会 運営委員
串田幸江 
KUSHIDA Yukie
(株式会社アッズーリ)

株式会社アッズーリのヒト部部長。ET
ロボコン実行委員のほか、PFP関東ス
タッフ、IPA/SECプロセス改善部会委員
などを務める。日々アジャイルプロセ
スの実践と人を活かすというテーマと
格闘中!

いのが実情です。作業の多くは専従さ
れている事務局が行ってくれていて、
運営委員会はアイデアを提供したり、
自分たちのできる範囲で作業を担当し
たりという状況になっています。いつ
も面倒な仕事を積極的にこなしてくれ
る事務局のみなさんには、本当に感謝
です。

ETロボコンで得られるもの
　運営委員として参加するようになっ
て、このイベントから、仕事の中だけ
では得ることのできない経験を得るこ
とができました。その中でも「人とつ
ながること」と「誰かの喜びに協力で
きること」ということが、特に大きな
収穫だと思っています。

人とつながること
　ETロボコン実行委員会には、IT業界
でも多方面から多くの方たちが参加さ
れています。普段は仕事の上で競合す
る企業にいる方、また同じIT業界でも
得意とするドメインが違うため、仕事
ではご一緒する機会のない方もいます。
そのような方たちとも、ここでは上下
関係や利害関係なく、同じ実行委員と
して同じ「イベント成功」を目指して
力を合わせて仕事をすることができま
す。明確な目標に向かって、多くの人
たちと力を合わせて行動し、ひとつひ
とつの仕事を通して、たくさんの方た
ちと話をすることができると、普段は
知ることのできないアイデアや視点を
見せていただくことができ、自分の知
識に幅を持たせることができました。

誰かの喜びに協力できること
　ETロボコンには昨年291チーム、人
数にして約1500人以上の方がこの大会
に参加しています。全国でこれだけの
人たちが苦労しながら、地区大会を勝
ち残り、チャンピオンシップに出場し
て優勝を目指すという努力を重ねてい
ます。自分もエンジニアとしての経験
があるからこそ、その努力の程はよく
わかります。しかしその努力は決して
辛いものではなく、自分が知らなかっ
た知識を得ながらモノを動かし、動い
たときの感動を味わえることも知って
います。試走会で試行錯誤を重ねると
き、なかなか思った通りのプログラム
ができないなどの苦労を乗り越え、大
会で見事な走行をできたとき、それぞ
れの参加者の表情はとても楽しそうで、
実にいきいきとしています。近くで見
ているわたしにも、その楽しさはひし
ひしと伝わってきます。

イベントスタッフへのお誘い
　だから、このイベントを通して「自
分が作ったものが目の前で動く喜び」
を得るお手伝いができるということは、
自分にとっても幸せな経験になってい
ます。
　そして、ひとりでも多くの人がこの
喜びを体験することで、このIT業界も
もっと楽しい場所に変わっていけると
思います。「社会貢献」というには大袈
裟かもしれませんが、そんな夢に向かっ
てのひとつの努力なのだということが、

■図2　ETロボコン事務局のお問い合わせフォーム
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　ウォード・カニンガム（Ward Cunningham）
と言えば、Wikiを開発した人として有名です。
でも実はそれ以外にも、ソフトウェア開発の
世界でさまざまな業績を残しています。ソフ
トウェア開発の世界でいろいろなことについ
て調べていると、その裏側にカニンガムの貢
献を発見することがたびたびあります。本稿
では、そのようなソフトウェア開発の世界を
変えたカニンガムの仕事を紹介します。

　デザインパターン誕生の土台作り

　『オブジェクト指向における再利用のための
デザインパターン』（以下『デザインパターン』）
は、オブジェクト指向によるソフトウェア開
発において、再利用可能なプログラムを書く
方法について述べた書籍で、GoF（Gang of 
Four）と呼ばれる4人組によって書かれていま
す。しかし実はこのデザインパターン誕生の
きっかけを作ったのは、カニンガムとケント・
ベック（Kent Beck）の2人でした。
　デザインパターンにおける「パターン」と
は、建築家クリストファー・アレグザンダー
（Christopher Alexander）の考えた「パターン
ランゲージ」という建築理論がもとになって
います。このパターンランゲージをプログラ
ミングに取り入れようと考えたのが、ベック
とカニンガムの2人です。1987年、2人はこ
のアイデアを論文にまとめ、OOPSLA（Object-
Oriented Programming, Systems, Languages, 
and Applications）というシンポジウムで発表
しました。
　とはいえ、このパターンランゲージを応用
するというアイデアがすぐに広まったわけでは
ありません。ベックとカニンガムの2人は、こ
のアイデアを形にするべく、土台作りから始
めます。OOPSLAのワークショップで興味を
持った人を集め、PLoP（Pattern Languages 
of Programs）という、プログラムのパターン
ランゲージについて議論するイベントを開催
します。この最初のイベントのプログラム委
員長がカニンガムでした。
　これらの場での議論をGoFの4人が発展さ
せ、『デザインパターン』という1冊の本にま
とめたのでした。

　『デザインパターン』が発表され、受け入れ
られていきますが、2人はこの成功に満足して
いたわけではありませんでした。もともとのパ
ターンランゲージは、利用者と設計者との間

Profile  プロフィール

独立行政法人産業技術総合研究所
サービス工学研究センター研究員。
2004 年、メーリングリストとWiki を
統合したコラボレーションシステム
「qwikWeb」を公開。試験環境「qwik.
jp」を運営している。

独立行政法人
産業技術総合研究所　
江渡浩一郎
ETO Kouichirou

　エクストリームプログラミング
　誕生のきっかけとなる

の関係を見直し、開発プロセス全体を改善す
ることを目標としていました。再利用可能なプ
ログラムを書く方法としてのパターンは受け
入れられましたが、それはもともとの目標の一
部分に過ぎませんでした。
　ジム・コプリエン（Jim Coplien）という研
究者は、開発プロセス全体を改善する方法を
パターンランゲージの手法を使って書くとい
うアイデアを思いつきます。開発プロセスを
改善するために、どのような開発の進め方が
望ましいかをパターンの集合の形で書いてい
きます。プログラムのパターンではなく、プロ
グラムを作る開発者がとる行動のパターンを
記述しました。カニンガムはこのアイデアに
影響を受け、彼自身も開発プロセスに関する
EPISODESというパターンランゲージを記述し
ます。
　ベックはこれらのパターンが生まれる場に
深く関係していました。これらの場で行われた
議論をもとに、ベック独自の解釈を加え、開
発プロセスを改善する手法を「プラクティス」
という言葉を使ってまとめました。これがエク
ストリームプログラミング（XP）へと発展し
ます。

　Wikiという議論の場を提供した

　これらのパターンや開発プロセスについて、
OOPSLAやPLoPというワークショップで、1年
に1回程度、顔を合わせて議論を行っていまし
た。それ以外の時期には、パターンについて
のメーリングリスト「Patterns ML」で議論を
行っていました。
　カニンガムは、そのようにして発見したパ
ターンをWebページとしてまとめていました。
いろいろな人が発見したパターンをカニンガ
ムが受け取ってWebページにしていくのです
が、記述を書き換えたいというリクエストがあ
るたびに、カニンガムはその要望を受け取っ
てページを書き換えていました。カニンガム
はこのプロセスを自動化したいと考えました。
　そこで1995年に公開したのがWikiWikiWeb
（Wiki）です。Wikiというしくみを使うと、そ
のWebページを見ている人がブラウザから直
接そのページを書き換えられるのです。これ
で、パターンを発見した人に「直接自分でペー
ジを編集してね」と言えるようになりました。
　Wikiは、パターンの記述を集める場にとど
まりませんでした。パターンを巡る関係者は、
ワークショップやメーリングリストのようなパ
ターンを深める議論の場として、Wikiも使う
ようになったのです。
　XPを生み出した一人として有名なロン・ジェ
フリーズ（Ron Jeffries）が、カニンガムの著

者『Wiki Way』の序文を書いています。ジェ
フリーズはこの序文で、XPについて考えてい
ることをWikiにまとめ、多くのWiki利用者か
らフィードバックを得たことが、XPの発展に
大きな影響を及ぼしたと述べました。

　その後のカニンガムの仕事

　その後のカニンガムはどのような仕事をし
ているのでしょうか。2003年には、Microsoft
社に所属しています。「パターンとプラクティ
ス」グループで、開発者にパターンやプラク
ティスについて伝える仕事をしていました。
　2005年には、Eclipse財団に移動します。
Javaの開発環境Eclipseの開発に関わるコミュ
ニティを束ねる中心としての役割を担ってき
ました。
　2007年より、AboutUs社のCTOを務めてい
ます。AboutUsは、Webサイトなどに関する
情報を集めるWikiサイトです。Webサイトに
関するWikipediaと説明するとわかりやすいで
しょう。このようにWikiを中心とした会社であ
り、現在はWikiに焦点をあてた活動を展開し
ているようです。

　『パターン、Wiki、XP』

　カニンガムの仕事を簡単に紹介しましたが、
いかがでしたでしょうか。拙著『パターン、
Wiki、XP』（技術評論社）では、カニンガム
やベック、アレグザンダーの仕事について、
年代を追って詳細にまとめています。そして、
それらの背後にある創造の原則について解説
しています。興味を持たれた方は、ぜひお読

みください。

ソフトウェア開発の世界を変えた
ウォード・カニンガムの

仕事 独立行政法人産業技術総合研究所

江渡浩一郎
ETO Kouichirou
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　次号から、わたくし、牛パンによる「ア
ジャイルの本質を勝手に決めちゃわナイ
ト」という連載が始まります。今夜はこの
連載を始める理由や、ソフトウェア開発と
全然関係なさそうな「セラピー」を私が学
んだ理由なんかを読者皆さんにお話した
いと思います。

Gerald M. Winberg氏の衝撃
　皆さんは、『コンサルタントの秘密』や『コ

ンサルタントの道具箱』、そして、『ライ

トついてますか？』など、数多くの素晴ら

しい著書を記したGerald M. Winberg氏を

ご存じでしょうか？彼と私の関係は2003

年にさかのぼります。それはアジャイル

開発カンファレンス（Agile Development 

Conference）でのパーティーでの出来事

です（注1）。後ろから大きな身体をした
優しそうなおっちゃんに声をかけられまし

た。彼は、そのときのカンファレンスのキー

ノートだったGerald M. Winberg氏でした。

実は当時、私は彼の書籍を読んだことがな

く、有名だということくらいしか知らなかっ

たので、「有名らしいですね」程度の話し

かできませんでした。

注1）同カンファレンスのレポートは
http://www.objectclub.jp/community/
adc/explain/を参照。

　アジャイル開発カンファレンスを満喫し

て日本に帰ったのち、彼の出版した『コン

サルタントの道具箱』を読んで衝撃を受

けました。何しろその本には技術らしいこ

とは一切書かれていません。その代わり、

彼独特のセンスの良い言い回しで、「人間

系」の問題に対処するための方法について、

面白おかしく、しかも本質をついた「ツー

ル」の数々と共に解説されていたのです。

とくに「知恵の箱」に出てきた、「やる価

値のないことは、きちんとやる価値もない」

という言葉に受けた衝撃はいまだに忘れ

られません。その後出てくるお話も目から

鱗
うろこ

が落ちるような内容で、私はいっぺんに

Winberg氏のとりこになってしまったので

す。あぁ～、なんでアジャイル開発カンファ

レンスに行く前に彼のファンになっていな

かったんだろう…（泣）。

　当時の私は、現場で数多く行われている

ウォーターフォール開発はそもそも困難だ

と思っていました。

「これはわしには難しすぎて、うまくでき
るイメージがまったく持てない…。自分に
は才能がないんだろうか…。無理がありす
ぎるように思う。」

　実際に、周囲のプロジェクト、とくに大

規模なものの多くは失敗に終わっていまし

た。また、人を道具のように扱うやり方が、

どうにも気に食わなかったのです。

　ところが、平鍋健児氏が主催していた

XP-jpのサイトで初めてアジャイルの考え

方に触れ、「これだったら、自分にもうま

くできるんちゃうか」と思いました。そし

て、ソフトウェア開発のもうひとつの考え

方、「ソフトウェアは人が作るもの」であ
り、あくまで完璧ではなく感情を持ってい

る「人」に焦点が当たっていることにも

衝撃を受け、その方法を追求していった

のです。

「これなら、システム開発をする人やお客

様がもっと幸せになれるかもしれない…。」

　そのころ私は、ソフトウェア開発には

「人」、そして「自分や他人の気持ち」の要

素がとても大きくて重要なものだという自

覚はあったのですが、それらをうまく扱う

ためのプラクティスを知りませんでした。

　『コンサルタントの道具箱』にはそのプ

ラクティスがふんだんに含まれていて、今

でも読み返すたびに新たな衝撃を受けて

います。当時の私はWinberg氏の文章の面

白さ、そして、人間の本質をついた深い

洞
どうさつ 

察に感動して、「うわ～、こんなコンサ

ルタントになりたいなぁ」と心から思った

ものです。

ヴァージニアサティアの存在
　彼の文章の端々には「ヴァージニアサ

ティア」という名前がよく出てきました。

Winberg氏は、彼女からとても多くの知見

を得ているようで、しばしばその名が出て

きます。彼女は偉大な家族療法家でエン

ジニアではありません。彼女は今で言うカ

ウンセラーやセラピストに当たるような職

業のようです。彼女のことは当初気にもし

ていませんでした。

　しかし、それが一変するときが来ました。

Winberg氏の、『スーパーエンジニアへの

道̶技術リーダシップの人間学』に触れ

たときです。

　『スーパーエンジニアへの道』でとくに

感銘を受けたのが、2者間の「やりとりの
モデル」と、「人に影響を与えるためには
自尊心が重要」（注2）という内容でした。

牛パン
USHI Pan

【第0回】「前夜祭~牛パンがセラピーを選んだ理由」
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前者は人間のコミュニケーションにおける

モデルを的確に表しており、今まで自分が

不思議に感じていた人の反応モデルの知

見を得ることができました。そして、「自

尊心が重要」というパートが、私に強烈な

衝撃を与えました。

「自尊心って何だ？わしは自分自身が大嫌
いだ。そんなものはリーダーシップと何の
関係もないだろう。」

　そう思っていたのですが、今となっては

これほど適切な指摘はないと思えるほどの

ことなのです。この本は単に「自尊心が重

要」というだけではなく、「サバイバル規

則の変換」という自尊心を高めるための技

術まで載っていました。Winberg氏の説明

でいくと、氏自身、「サバイバル規則の変換」

を何回もやっていること、何十人ものリー

ダーが変換することを手助けしており、そ

の結果いつも例外なく、「干渉がましいと

いう非難が減少し、仕事を有効に委任す

る能力が増加した」ことが書かれていまし

た。そして、その手法はヴァージニアサティ

アに習ったものらしいのです。

注2）「やりとりのモデル」「自尊心」の詳
細に関しては次号以降で触れていきます。
お楽しみに！

サティアの技術
　実際に自分でそのワークを本を読みな

がらやってみると、「自分も貴重とまでは

言えんけど、悪くはないんちゃうか」程度

に自尊心が生まれました。今まで何十年も

「自分が大嫌い」やったのにです。そして、

その後の自分の「心」や、周囲への「行

動」が事実として良い方向に変化したので

した。それは単にリーダーシップ技術を身

につけただけではなく、自分の人生に変革

が起ったのだとすら感じられました。

　2者間の「やりとりモデル」もサティア

のものらしいのですが、そこで私が思った

ことは、このヴァージニアサティアの「技

術」があれば、もっとソフトウェア業界の

「人」に関する問題を何とかできる場面が

増えるんじゃないか？ということです。

　「人」の問題はまったくロジカルではな

くウェットなものです。また、Winberg氏

や、アジャイルの人間系プラクティスにし

ても、「どうすればいい」「こうすればうま

くいく」ということは書かれていても、そ

れが「どうしてうまくいくのか？」という

理屈に関してはあまり書かれてはいませ

ん。しかし、私はヴァージニアサティアの

「技術」を学べばもっと多くのことがわか

り、うまくいく「ロジック」や、ソフトウェ

ア開発に携わる人々がお互いの違いを理

解して仲良く開発を進めていくための「モ

デル」が学べるのではないか？と思い至り、

ヴァージニアサティアの文献を読んでみる

ことにしたのです。

　そこには、さらに深い「自尊心」への洞察

や人間の「モデル」が載っており、私をワクワ

クさせるのに十分な刺激がありました。

そして、セラピーの技術へ！
　ヴァージニアサティアの書籍はあまり多

く出てはいないため、 ヴァージニアサティ

アの手法をモデルとしたNLP（神経言語

プログラミング）の書籍や、アダルトチル

ドレンや家族療法、自尊心に関する書籍

を読んでいきました。そのうちに、ヴァー

ジニアサティアの「技術」のロジックがだ

んだんと理解できるようになっていきまし

た。Winberg氏が書かれた「人間系」プ

ラクティスのいくつかに関しては、「ああ、

こういう理屈だから、このツールが成り立

つんやなぁ」ということがわかるようになっ

てきました。

　私はさらに理解を深めたいと思い、実際

にクライアント相手にセラピーをしている

実務家に学ぶことにしました。練習を重ね、

催眠療法をはじめとした心理療法や、コ

ミュニケーション手法を学んで、実際にセ

ラピーができるようにもなりました。そう

するとさらに「自尊心」のレベルはアップ

しました。　   　

　また、予想していなかったことですが、

セラピーの技術には、「聞く技術」「質問す

る技術」「伝える技術」、そして「場づくり

の技術」といった、非常に強力な手法があ

ることを知りました。それによって、技術

レクチャーや、メンバやお客様とのコミュ

ニケーションも以前よりずっとうまくいく

ようになりました。

　セラピーの技術は一見あまりソフトウェ

ア開発に関係なさそうですが、実際には営

業技術、ファシリテーション、コーチング

などのプラクティスの中には、セラピーの

技術から応用された技術が多く含まれてい

たのです。それがわかると、私の「本道」

であるソフトウェア業界の「人」に関する

問題に対して、何らかのフィードバックを

もたらすことができるんじゃないかと思う

ようになりました。

　たとえば、セラピー技術を応用した新た

なアジャイルや要求開発のプラクティスが

作れるかもしれません。すでにあるプラク

ティスに関しても、実際にやってみて「う

まくいく」だけではなく、その「理由」や「本

質」まで理解できれば、より効果的な活用

や応用が可能なハズです。

　そんなわけで、私は「アマチュアセラピ

スト牛パンの、アジャイルの本質を勝手に

決めちゃわナイト」の連載の中で、アジャ

イル開発、ファシリテーション、コーチン

グなどの技術をセラピーの観点から勝手に

分析して、本質を理解してみようという試

みを始めることにした次第です。

　この連載は、私が長年…そう、2003年か

らずっとあこがれ続けている、あのWinberg

氏に近づくための長い長い道のりの第一歩

でもあるのです。読者の皆さんがこの連載

に少しでも興味を持ってくれて、楽しんで、

そして、現場で得をしてもらえたら、私も

とてもうれしく思います。

■Gerald M. Winberg氏の著作
・『コンサルタントの秘密̶技術アドバイス
の人間学』木村泉訳、共立出版、
ISBN-13：978-4320025370
・『コンサルタントの道具箱̶勇気と自信が
もてる16の秘密』伊豆原弓訳、日経BP社、
ISBN-13：978-4822281724
・『ライトついてますか？̶問題発見の人間
学』共著、木村泉訳、共立出版、
ISBN-13：978-4320023680
・『スーパーエンジニアへの道̶技術リー
ダーシップの人間学』木村泉訳、共立出
版、ISBN-13：978-4320025639
等多数。

Profi le  プロフィール

牛パン
USHI Pan

自称 IT 業界てろりすと。アジャイル開
発や要求開発を趣味とするコンサル
タント。IT 業界が楽しく、魅力的な業
界になるように「てろ」します。
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　こんにちは。前野と申します。今回は

この場を借りて、私の体験を通じた「人

と人のつながり～Made in コミュニティ

～」についてお話したいと思います。

コミュニティに飛び込んでみよう！
　そう私が決意したのは2006年初頭の

ことだったと記憶しています。コミュニ

ティに参加してスキルアップしたい。さ

まざまな技術を身につけて一流のエンジ

ニアになりたいという夢を持っていまし

た。しかし、当時の私は技術力がほとん

どなく、自分を受け入れてくれるコミュ

ニティがあるのかどうか不安に感じた

ことさえありました。私自身がハンディ

キャップを持っていたことも、その不安

を増大させる一因だったのです。

最初に飛び込んだコミュニティ
　決意したのはいいものの、どのコミュ

ニティに飛びこめばいいのか悶々（とい

うほどでもないですが）しており、いた

ずらに時が流れていきました。 そんな中、

Seasarプロジェクト（図1）でJavadocチー

ムを立ち上げようという話が出てきてお

り、さっそくメールで立候補を表明した

ところ快諾していただけました。 これが

私にとってコミュニティに飛び込んだ第

一歩です。

　ここでSeasar2の中核となっているプ

ロダクトであるS2Containerのことを少

し紹介させてください。Java界隈に携

わっている人なら、名前を聞いたことは

ある、使ったことがあるという人は多い

のではないかと思います。S2Container

とはDI（Dependency Injection）とAOP

（Aspect Oriented Programming）を実現

する日本発のDIコンテナです。DI、AOP

とは？を説明する必要もないほどシステ

ム構築の現場では当たり前のように使わ

れているのではないでしょうか。

　Javadocチームは、読んで字の如く

Javadocを作成するチームです。利用者

がJavadocを読んでS2Containerの動作

を容易に理解できることなどを目標とし

て掲げていました。当時の私のJavaの実

力は…初心者レベルでした。そんな人が

ソースコードを読むのは難しいのでは？

と思ったこともありましたが、次のよう

に考えて気持ちを切り替えてチャレンジ

しました。

・最初はわからないことがあって当た
り前

・最初は苦しいが、後になるほど段々
と楽になっていく

・チームのメンバがいるので、困った
ときは相談しよう

・数ヵ月後の自分はきっと技術力が上
がっているはず

　いざチャレンジすると、わからないこ

とだらけでおろおろしたり、他の人がわ

かりやすいJavadocをメーリングリスト

に出したりしているのを見て、やっぱり

自分はまだまだだったのかな…と思った

こともありましたが、なんとかJavadoc

を書きあげてようやくメーリングリスト

に出せるようになりました。レビューし

てもらい、丁寧でわかりやすいコメント

をたくさん頂きました。そのコメントを

もとに、何回か手直しして、メーリング

リストに出して、レビューしてもらい…

の繰り返しを経て、初めてコミットOKを

頂いたときは喜びました。自分が書いた

JavadocをS2Containerにコミットしたと

きは感慨深いものがありました。

　その後もJavadocをいくつか書いてコ

ミットするようになって、気づけば自分

の技術も多少は上がったかな？と思える

ようになり、自信が持てるようになりま

した。Javadocチームに入った当初は結

構ネガティブ思考が多かったものでした

が…（苦笑）。

Seasar2 Javadocチーム打ち上げ
　とあるとき、Javadocチームで打ち上

げをやりましょうという話が出てきたの

ですが、私は参加することにためらいが

ありました。なぜかというと私は耳が聞

こえないからです。もう少し正確に話し

ますと、まったく聞こえないというわけ

ではなく、多少は聞こえるのですが音の

判断が全然できません。それに関連して

発音にも多々難がありますが…そのこと

は横に置きましょう。

　耳が聞こえないがゆえに、人の話を

聞くときは相手の口の動きを読んで何を

言っているのかをなんとか理解していま

した。これが俗に言う読唇術です。「2001

年宇宙への旅」という映画で、船のホス

前野大輔
MAENO Daisuke

第 4回

■図1 SeaserプロジェクトのWebページ
(http://www.seasar.org/)

 「人と人のつながり~
Made in コミュニティ~」

Seasar2 Javadoc
プロジェクトでの活動
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トコンピュータである HALが異常をきた

したのではないか？という疑いをかけた

シーンで、男2人がHALに会話の内容を

聞かれないようにマイクを切った部屋に

こもって密談していましたが、HALは部

屋の外にあったカメラを通して男2人の

唇、口の動きだけで会話の内容を理解で

きたのです。HALのように完璧に会話を

読み取る領域には残念ながら至っており

ません。

　Javadocとはまた違った葛藤に悩みな

がらも、やはり参加してみよう！と決意

し、打ち上げに参加していろいろお話を

聞くことができました。ところで、前述

したようにコミュニケーションがなかな

か取りづらい私が、打ち上げ会でどのよ

うに会話できたのか不思議に思う方もい

らっしゃるかもしれません。私が飲み会

に参加するときに必ず持参しているもの

がペンとメモ帳です。これらのツールを

使ってコミュニケーションをとっていま

す。酔いが回ったときに筆談を行うのは

なかなか楽しいですよ（図2）。後で「あー
こんな話していたんだな」と振り返るこ

ともできますので、一度お試しあれ。

その後の活動
　Seasar2での活動を通してもっとコ

ミュニティに参加したいと考え始めるよ

うになり、あちこちのコミュニティに出

かけたり、飲み会に参加したりもしまし

た。今までに私が勉強会に出たことがあ

るコミュニティを次に紹介します。紹介

したコミュニティ以外にも、Java界隈で

主たるコミュニティにはほとんど入って

おり、機会があれば勉強会にも出る予定

です。飲み会もできれば参加したいです

が、なかなか都合がつきません。

・JSUG（Japan Spring User Group）
DIコンテナとして世界的に有名なSpring 

Frameworkを勉強するコミュニティ。

・豆ナイト
豆蔵に所属しているエンジニアが主催す

る勉強会。

・智恵の和
障がいを持つITエンジニアのためのボラ

ンティアグループ。智恵の和では、講

習、トピックスの2パートに分かれてお

り、講習パートでは2回ほど、トピックス

では1回発表しました。

・要求開発アライアンス
要求開発の体系化を目指す有志が集まる

コミュニティ。

　いくつかのコミュニティに出てみたり、

飲み会に参加してみたりした結果、新し

く知り合った人もたくさんいます。まさ

に本稿のタイトルである「人と人のつな

がり～Made in コミュニティ～」を自分

の身を持って体感していたのです。

智恵の和で講師実践
　最初の段落では、「コミュニティに参

加してスキルアップしたい。さまざまな

技術を身につけて一流のエンジニアにな

りたい」という夢を描いていましたが、

今は少し変わっており、「コミュニティに

参加してスキルアップしたい。さまざま

な技術を身につけて人に教えたりするこ

となどでコミュニティや世の中に貢献し

たい」が夢であり、ゴールでもあります。

　技術を人に教えるためにはその技術の

ことをよく知っている必要があります。

それを実践するため智恵の和で講師とし

て立候補して説明することになりました

が、これまた結構難しいです。講習に使

うPPTの作成で何日か徹夜したこともあ

ります。講習の内容は教科書をベースと

しているものの、説明は自分の言葉でや

りたいと考えていました。しかし、自分

の言葉で説明しようとストーリーを練っ

ていると、「あれ？何かおかしいな…」「こ

の部分の説明も必要だな」とどんどんボ

リュームが大きくなっていて、コンパク

トにまとめるにはどうすればいいのか…

などなど試行錯誤の連続でありました。

かなり拙い講習、発表でしたが、皆さん

辛抱強く聞いていただき、頭が下がる思

いでした。

最後に
　ハンディキャップを抱えている私の体

験談でしたが、いかがでしょうか。ハン

ディキャップの部分を除けば普通の人と

変わらない悩みを持っていると思います

ので、コミュニティに参加したいけど…

なんだかなぁ…という方の参考になれば

幸いです。 いろいろなコミュニティに参

加してみて、新たな人と知り合うことな

どにより、「人と人のつながり ～Made 

in コミュニティ～」を体感してみましょ

う！

　勉強会の後の飲み会でペンとメモ帳

（あるいはノート）を使ってコミュニケー

ションを取っている人がいたら、それは

たぶん私です。見つけたら構っていただ

けると大変喜びますので、よろしくお願

いいたしますm(_ _)m。

　最後に、私がコミュニティでがんばれ

ているのはコミュニティでの活動や知り

合った人たちのおかげです。これも「人

と人のつながり ～ Made in コミュニ

ティ～」で得られたうれしい出来事です。

Profile  プロフィール

前野大輔
MAENO Daisuke

たぶん Web 系技術を担当しているな
んちゃってエンジニア。ただ、ここ半
年間は仕事やプライベートにかまけて
いたので、Blog の更新や OSS活動も
滞り気味 ... というか、停滞しています。
無念だ。
ブログ:http://d.hatena.ne.jp/Xenon15/

■図2 飲み会で筆談した内容
(要求開発アライアンスの飲み会にて)
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■図1　朝会の様子(提供:株式会社永和システムマネジメント 岡島幸男さん)
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　Project Facilitation Project（PFP） の
西河です。今回は「リズム」をテーマ
にプロジェクトファシリテーションの実
践手法をご紹介したいと思います。
　ゆったりしたリズムの音楽を聴いて
ると落ち着いた気分になれます。部屋
に軽快なリズムの音楽を流せば楽しい
雰囲気を作り出すことができます。音
楽には場を作る効果があり、いろいろ
なところで活用されています。
　実はソフトウェア開発プロジェクト
にもリズムが存在します。順調に進む
プロジェクトでは、適切なタイミング
で作業確認の機会があったり、問題の
発見とその対応も素早く行われるなど、
「良いリズム」で開発が行われています。
逆に何の前触れもなく仕事が飛んでき
たり、いつ終わるか読めない作業配分
が行われるなど、リズムを無視してい
てはうまく開発が進められません。良
いリズムを刻み、確実に成果を出す場
を作るためのアプローチを考えてみま
しょう。

「リズム」は行動の搬送波

　日ごろの開発で作業の期限を考える
とき、「次の定例会議までにやります」
や「週末までにやります」といった決
め方をする場面が多いと思います。定
例会議はその名のとおり、ある一定の
頻度で集まる機会なので、作業の状況
説明も含めて意識合わせができるタイ
ミングの一つです。週末も休みに入る
前の一つの区切りとしてはわかりやす
い期限です。定例会議が“テンポ” になっ

ていて、休みが “休符” と考えると、プ
ロジェクトはあるリズムに合わせて動
いているように考えられます。リズム
はさまざまな行動の搬送波です。チー
ムはこういったリズムに合わせて進ん
でいきます。

リズムを設計する

　リズムが崩れてしまってはプロジェ
クトは思うように進みません。逆に、
このリズムをうまくコントロールするこ
とができればメンバーの仕事もはかど
ります。問題を早期に捉える機会とし
ても有効でしょう。例えば、定例会議
の周期を工夫するとか、ソフトウェア

連載

Project Facilitation Project（PFP）　

西河　誠 
NISHIKAWA Makoto

第4回　プロジェクトにリズムを取り入れよう

プロジェクト
ファシリテーションを
はじめよう！

の成果物をチェックインするタイミン
グ、リリースのやり方を考えてみるな
どの簡単な発想の転換です。リズムは
積極的に作っていきましょう。

リズム作りの事例

　プロジェクトファシリテーションで
はリズムを重要視しています。ここで
はリズム作りに適したいくつかの事例
を紹介してみたいと思います。

朝
あさかい

会のすすめ
毎朝、プロジェクトメンバー全員で集
まって15分程度のミーティングをやり
ましょう(図1)。
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Profi le  プロフィール

Project Facilitation Project（PFP）　
西河　誠
NISHIKAWA Makoto

組込みソフトウェアエンジニアとして、
各種マイコン制御ソフトウェア、オペ
レーティングシステムの設計・開発を
担当する。
ブログ：http://d.hatena.ne.jp/
mnishikawa/
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■「Joel on Software」

　メンバー同士の情報共有と、これか
ら仕事を始めるにあたって気持ち良く
スタートを切るのが目的です。この目
的を果たすためにはいくつかのポイン
トがあります。

・司会者を決めること：チームリーダー
が進行を務めてもよいのですが、メン
バーの状況を把握し、マンネリ化させ
ないために持ち回りでやるのもいいで
しょう。
・チームの状況が貼り出されている場
所でやること：タスクかんばんの前や、
スケジュールを貼り出して集まります。
・立ってやること（スタンドアップミー
ティング）：短時間で情報共有すること。
議論になりそうな場合はリーダーが別
の機会を設けます。
・気持ち良くやること：司会者は「おは
ようございます！」と、元気良く挨拶
することを心がけましょう。また、場
を和ませることで作業を割り振るので
はなく、各自がコミットする雰囲気を
作ることが重要です。

　朝会は毎日の気持ち良いスタートを
行い、プロジェクトにリズムを与えま
す。

定期ビルドのすすめ
　かつてマイクロソフトでExcel VBAの

開発を率いたプログラムマネージャ、
ジョエル・スポルスキの「ジョエル・
オン・ソフトウェア」では、ソフトウェ
アチームの質を評価する「ジョエルテ
スト」と呼ばれるたった12項目のチェッ
クリストを提示しています。そのうち2
項目はビルドに関する項目です。

・1ステップでビルドできますか？
・デイリービルドしていますか？

　ビルドは開発のアウトプットを出し
続けるうえで一つの目標地点になりま
す。安定したビルドを促すための自動
化と、プロジェクトのテンポとなるビ
ルド（リリース）は、開発プロジェクト
において重要な要素です。定期ビルド
でソフトウェア開発にリズムを与えま
しょう。

休憩をタスクに！
　休憩は定期的に実行するタスクにし
てしまいましょう。コーヒーを飲むと
か、タバコを吸いに行く、窓の外を観る、
ニュースをチェックする、お昼休みも
タスクにできます。もちろん休憩ばか
りしていてはダメですが、一定周期で
気分転換になるタスクを必ずはさむよ
うにすると仕事にリズムが生まれます。
個人で簡単にできるリズム作りです。

 ■参考文献
・プロジェクトファシリテーションTOP
　̶オブジェクト倶楽部
http://www.objectclub.jp/community/pf/
プロジェクトファシリテーションの公式資料
はここにアップされます。今回紹介した、「朝
会」について深く知りたいという方には「朝
会ガイド」がとても参考になります。

・Project Facilitation Project（PFP）
http://ProjectFacilitationProject.go2.jp/wiki/
プロジェクトファシリテーションの研究・推
進を進めるコミュニティ “PFP” のWikiペー
ジです。過去のワークショップ資料がアッ
プされています。いろいろなプロジェクト
でのPF導入事例も掲載されています。

■参考：「プロジェクトファシリテーショ
ン実践編・朝会ガイド」（平鍋健児著）
http://www.objectclub.jp/download/
fi les/pf/MorningMeetingGuide.pdf

■参考：「Joel on Software」（ジョエル・
スポルスキ著）
http://japanese.joelonsoftware.com/
Articles/TheJoelTest.html

プロジェクトにリズムを与えよう！

　ここで挙げた例のほかにも、月次、
週次、日次で、いろんなイベントを行
うことができます。それらのイベント
はプロジェクトのリズムになります。
つまり、プロジェクトのリズムは、目的
に合わせて自由に設計が可能なのです。
プロジェクトが軌道に乗ると、そういっ
たイベントがハートビートとなり、プロ
ジェクトをドライブします。リズムは
行動の搬送波になり、プロジェクトは
成功に向かって進んでいきます。
　プロジェクトのリズムになりえる
きっかけは身の周りにたくさん潜んで
います。それらをうまく活用し、プロ
ジェクトのリズムにしてみましょう！
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　こんにちは、あまのりょーです。2009年のお正月に2008年に
読んだ本を数えてみました。テクニカル系14冊、チーム・人間系
27冊、文芸系46冊、自然科学系4冊、その他が17冊、でした。こ
の計108冊をどう読んでいたのかというと、1冊終わったらその次
に取りかかる、という風に1冊ずつ順序よく読んでいたわけでは
ありません。ではどうしていたのか...というわけで、今回は「パ
ラレル読み」について書いてみようと思います。

恩師から
　十数年前、高校生のときに部活の顧問でもあり、担任教諭で
もあり、私に生物学という世界を教えてくれた人物でもあり、今
までの人生で唯一恩師と呼べる先生からこんなことを言われまし
た。「本は読中のものが複数ある状態がいいよ」と。
　先生は私の高校では珍しく割と遠くから来ていて、掛川・新富
士間を新幹線通勤していました。同一県内ではあるけれど、横に
長い静岡県ですから新幹線といえど待ち時間を入れれば片道で
小一時間かかります。通勤のときには何をしていたかというと、
主に読書だったわけです。確か、「今、何を読んでいるんですか」
といった旨のことを聞いたのだと思います。そのときの話の中で
冒頭のアドバイスをもらったのでした。
　つまりこうです。何か読もうと思うんだけど、ときによって「今
は軽めのが読みたいな」とか「なんだか冴えてるから、勉強系の
モノを読んで吸収したい!」とか「フィクション読む気分じゃない
なぁ」というようなムラがあるものです。そんなときカバンに、
小説があり、ノンフィクションがあり、技術書があったら、時々
の気分に合わせて選択ができます。これを実践するのが「パラレ
ル読み」というわけです。

私の場合
　とはいえ、実は決定的な弱点があります。その意図からすれば
選択肢としてパラレル状態にある本は多いほどよさそうなもので
すが、そうすると重いのです。というわけでさすがに4冊も5冊も
は厳しいので、私の場合はだいたい1、2冊のことが多いです。稀
に雑誌が加わって3冊になることもある程度でしょうか。分厚過
ぎてカバンに入れて持ち歩くのが大変な本はデスクで読むと決
めて据え置くか、またはいわゆる「t-wadaメソッド」でちょうど
いい分量ずつにぶった切ります(t-wadaメソッドについてはぜひ
Web検索してみてください)。
　ところでこの「パラレル読み」は、連載の1回目にも書いた「場
所」とも関わりがあります。「状況によって読みたくなる本は変
わるのでいつも選択肢を複数持っておく」というのがパラレル読
みの考えですが、“状況” には “どこで読むか” というのが含まれ

るので当然です。通勤電車では立ちながらでも読みやすい文庫本
や雑誌、カフェでゆっくり四六版やアンダーラインを引きたいビ
ジネス書、デスクでじっくり厚めのプログラミング本を攻略する
ことが多いです。
　パラレルの中に日本語以外(英語・中国語・クリンゴン語など
など)の本を入れてみるのも気分が変わっていいかもしれません。
私も現在、読了前に邦訳が先に出てしまう恐怖と戦いながら、
ちょっとずつ “xUnit Test Patterns” を読んでいます。

この一冊
　今回は、重厚な小説や手強い技術書とのパラレル読みに最適
でライトに読める本を紹介します。デイリーポータルZライター
としても知られている梅田カズヒコさんの手による書籍『エレベ
スト̶日本初のエレベーター鑑賞ガイド』です。読み終わってし
ばらくは、いつものオフィスビルや駅のエレベーターもつい見直
してしまいます。
　テーマの勝利とも言える本書ですが、この着眼の妙は設計に悩
むエンジニアにも必要な時が来る…かもしれません。

あまのりょー
AMANO Ryo

光栄なことに、最近は技術書の翻
訳レビューアとしてお手伝いさせ
ていただく機会が増えています。
2008年末にレビューした『アート・
オブ・アジャイル デベロップメント』
と『Release It!』はどちらもかなりの
良書ですのでぜひ！

Profi le  プロフィール

連載

第4回「パラレル読み」

■『エレベスト̶日本初のエレベーター鑑賞ガイド』
(梅田カズヒコ著、戎光祥出版、ISBN:978-4900901872)
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Agile 開発のスピードを体得しませんか？
ソフトウェア技術者募集中。
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個人広告

アジャイルプロセス協議会
http://www.agileprocess.jp/
日本におけるアジャイルプロセスの普及、推
進、情報交換を目的として活動している団体
です。ソフトウェア業界のハブのような位置づ
けを目指しています。日本のソフトウェア業界
を一緒に元気にしていきませんか？

�イラストレーター：メーパンさん

リーダーはメンバーの 
「0.5歩先」を歩こう！

先に行かない。
離れ過ぎない。

柴田浩太郎
（gkohtaro@gmail.com）

ITコーチング終了
パーソナルコーチング受付中
ダイアログファシリテータ活動中

（活動：DevLove イベント）

私（コーチ）の仕事

それは

「あなた自身を見つけてもらう」
という仕事。

http://d.hatena.ne.jp/DiscoveryCoach/

発見コーチ

高柳　謙 ��������������

木下史彦（http://fkino.net/）

どうする？
個人広告

オブジェクト倶楽部
http://objectclub.jp/
オブジェクト指向技術や、アジャイル開発プロ
セスを中心にソフトウェア開発の現場を楽しく
する役立つ情報について発信、議論するコミュ
ニティです。週刊メールマガジン発行や、年
に数回のイベントを開催をしています。

日本Grails/Groovyユーザーグループ
http://www.jggug.org/
日本Grails/Groovyユーザーグループ （Japan 
Grails/Groovy User Group＝JGGUG＝ジェイ
ガグ） は、動的プログラミング言語Groovyや、
その上に構築されているWebアプリケーショ
ンフレームワークGrailsなど、Gr*系技術全般
に関するユーザーグループです。

こみゅぷらす
http://comuplus.net/
「こみゅぷらす」は、Windows技術を中心に、
さまざまな情報を配信するために発足した団
体です。勉強会や交流会の開催などアクティ
ブに活動しています。

SKIPユーザグループ
http://www.openskip.org/ja/
Ruby on Rails 製のオープンソースソーシャル
ウェア「SKIP」は、社員間のコミュニケーショ
ンから情報共有を実現し、企業の活性化を支
援します。SKIP ユーザグループでは、SKIP
の開発と、利用者同士の交流を行っています。

DevLOVE
http://sites.google.com/site/
devloveofficial/
DevLOVEは、「開発の楽しさを発見しよう、
広げよう」「開発の現場を前進させよう」とい
うコンセプトのもと、明日の開発の現場に役に
立つことを目指した勉強会やイベントを開催し
ています。

日本Springユーザ会
http://www.springframework.jp/
日本Springユーザ会は、国内のSpringに関す
る情報交換の場を提供することを目標に、勉
強会や呑み会の開催、イベントへの参加、メー
リングリストの提供を行っています。

要求開発アライアンス
http://www.openthology.org/
「要求はあるものではなく、開発するものであ
る。」要求開発アライアンスは、“ビジネス的
価値を生み出すシステム要求”を開発するため
の要求開発方法論「Openthology（オープン
ソロジー）」の整備を目指しています。

Agile Japan
http://www.agilejapan.org/
Agile Japanは、アジャイルを軸に本気で現場
改革を進める、ビジネスマインドを持つ人の交
流サイトです。ソフトウエア開発者のみならず、
全ての日本のモノづくりに関わる、あなたのた
めのサイトです。

智恵の和
http://red.japanlink.ne.jp/chie/
智恵の和は、障害を持った方々と共にJavaに
よるエンジニアリングを追求するボランティア
グループです。この活動は、身体に障害をお
持ちで技術習得の機会が得にくい状況にあり
ながらも、意欲的にスキルアップを目指す方々
と共に、Javaを通じたオブジェクト指向を学
習するグループです。現在はJavaに限らず広
くIT技術について学習しています。

EM ZE
RO個人広告の

ご利用
は慎重に。

名古屋アジャイル勉強会
http://blogs.yahoo.co.jp/
nagoya_agile_study_group
名古屋アジャイル勉強会は、東海地方でのア
ジャイル開発についての情報の共有、発信を
目的とする、どなたでも参加できるグループ
です。皆様のご参加をお待ちしています。

プロジェクト・ファシリテーション・
プロジェクト（PFP）
http://projectfacilitationproject.
go2.jp/wiki/
2005年11月からPFとはどのようなもので、
実際にどのように使えるのかを、学術的な観
点ではなく「実践的な」観点で考え、活動し
ているグループです。2008年からは、九州支
部も立ち上がり、全国規模で活動を展開して
います。現在は他のコミュニティとの連携も活
発に行っております。主な活動として、月1回
程度でワークショップを開催しています。コ
ミュニティの原則である、楽しさを兼ね備えた
コミュニティです。

配 布 協 力
コ ミ ュ ニ テ ィ

日本XPユーザグループ（XPJUG）
http://xpjug.s270.xrea.com/
eXtreme Programming（以下XP）の普及を
目的としたユーザグループです。参加者同士
が、XPについての交流の場や、研究会、講習
会、ワークショップを持てるように定期的に活
動をしています。
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◎株式会社マナスリンクについて
　株式会社マナスリンクはEM ZEROの
運営を目的として設立された会社です。
マナスとはサンスクリット語でマインドを
意味します。良いマインドを持った人々
をEM ZEROを通じて結び付け、良い人
の流れ良い情報の流れを作り出し、ソフ
トウェア業界を盛り上げていくお手伝い
をいたします。

◎EM ZERO配布のお願い
　EM ZEROはイベントでの配布＆EM 
ZEROに共感してくださる方の草の根配
布を拠り所としています。よろしければ
本誌を何冊かお持ちいただき、周囲の方
に紹介していただけると嬉しく思います。

◎広告出稿のお願い
　EM ZEROでは広告を掲載してくださる
クライアント様を募集しています。企業、
団体、個人は問いません。EM ZEROの
存続にご協力していただける方、広告効
果の可能性を感じていただける方がい
らっしゃいましたら、ぜひご相談させて
ください。

■個人広告のお申し込み

http://www.manaslink.com/
emzero/supporter/ad-personal/

■企業・団体広告のお問い合わせ

http://www.manaslink.com/
emzero/supporter/ad-company/

◎お取り寄せ
　最新号を送料無料でお取り寄せいた
だくことができます。また、イベントや
社内での配布用には、送料をご負担いた
だければ承ります。部数に限りがござい
ますので、お早めにお申し込みください。

■EM ZEROお取り寄せフォーム

http://www.manaslink.com/
emzero/

  ●編集後記

編集長　野口隆史（のぐパン）
危うく都市伝説化を免れたEM ZERO 3.2。これからも皆様をやきもきさせる存在（？）であり続

けたいと思います。今後ともご支援ご指導の程よろしくお願い申し上げます。

編集　進藤寿雄（どこパン）
なぜかVol.4の後に出るVol.3.2。これもてつ。の呪いか。ネタとガチが入り乱れた今回。これもきっ

とてつ。の呪いです。ぱんだは睡眠時無呼吸症なことが判明しました。これもまたてつ。の呪い

です。多分。

イラスト　山崎直子（メーパン）
今回はいろいろなことが重なりまして、ナマスビレッジお休みしてしまいました（作者急病のた

め、休載します…とか書けば良かったかなww）。申し訳ありませんでした。次回作にどうかご期

待くださいませ。

編集見習長　梶田 宏（かじパン）
編集のイロハを身につける前に、駄文にてデビューさせていただくことに…（汗）。しかも本号

もあまり編集の役に立てず…orz。一日も早く一人前になれるよう頑張ります(` ・ω・ )́。
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鳥一代
http://www.toriitidai.com/
鳥一代は田町にある参鶏湯（サムゲタン）のお
いしいお店です。IT系イベントの懇親会やマナス
リンクメンバーの個人的な飲み会、EM ZEROの
設置、メーパンイラスト個展などなど、とてもお
世話になっています。

山長通商株式会社（Yamacho）
http://akiba-yamacho.com/
Yamachoは、秋葉原の電子・電気部品、蒔絵（ま
きえ）のお店です。電子・電気パーツや工具、各
種電線、電子キット、LED、太陽電池、各種コネ
クタ、金箔蒔絵（まきえ）などを取り扱っています。
EM ZEROの設置にご協力いただいております。

ジュンク堂書店池袋本店
http://www.junkudo.co.jp/
6Fコンピュータ書売り場にてEM ZEROを設置し
ていただいております。

Starlight&Storm
http://www.starlight-storm.com/
日本Springユーザ会会長でもある長谷川裕一氏
が代表を務める会社です。Starlight&Stormの
名前は、雪と岩で覆われたアルプスを案内する山
岳ガイドに由来します。アルプスの山岳ガイドと
同様の技量と志を持った、オブジェクト指向によ
るシステム開発を成功へと導く、優秀なガイド達
が集う会社です。

株式会社フルネス
http://www.fullness.co.jp/
株式会社フルネスでは、ITセミナー・ IT研修・
IT教育、コーチング、開発支援、スキル診断の各
種サービスを提供しています。中小企業新活動
促進法承認企業。

配 布 協 力 企 業



030　EM ZERO vol.03.2◎お断り：「EMてつ。」はフィクションです。「てつ。」なる人物が実在するかどうかはご自分の目でお確かめください。あしからず。（EM ZERO 編集部）


